
地
下
鉄
、
松
本
サ
リ
ン
首
謀

ら
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流

れ
込
み
、
前
線
の
活
動
が
活

発
化
。
大
気
の
状
態
が
非
常

に
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
。

８
日
に
か
け
て
広
い
範
囲
で

大
雨
に
な
り
、
特
に
７
日
に

か
け
て
は
雷
を
伴
っ
た
１
時

間
に
８
０
ミ
リ
の
猛
烈
な
雨

が
降
る
地
域
も
あ
り
そ
う

だ
。
雨
雲
の
動
き
次
第
で
は

今
後
、
近
畿
で
も
特
別
警
報

が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

６
日
は
各
地
で
非
常
に

激
し
い
雨
が
降
り
、
佐
賀

県
嬉
野
市
で
は
１
時
間
に

８
４
・
５
ミ
リ
、
長
崎
県

佐
世
保
市
で
７
３
・
５
ミ

リ
、
北
九
州
市
小
倉
南
区
で

６
４
・
０
ミ
リ
を
記
録
。
高

知
県
馬
路
村
は
７
２
時
間
雨

量
が
１
２
０
０
ミ
リ
を
超
え

　
【
共
同
】
地
下
鉄
、
松
本
両
サ
リ
ン
事
件
な
ど
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
一
連
の
犯
行
を
首
謀
し
た
と
し
て
、
殺
人

や
殺
人
未
遂
な
ど
の
罪
に
問
わ
れ
、
死
刑
が
確
定
し
た
松
本
智
津
夫
死
刑
囚
（
６
３
）
＝
教
祖
名
麻
原
彰
晃
＝
の

刑
が
６
日
午
前
、
東
京
拘
置
所
で
執
行
さ
れ
た
。
ほ
か
に
井
上
嘉
浩
（
４
８
）、
新
実
智
光
（
５
４
）、
中
川
智
正

（
５
５
）、
早
川
紀
代
秀
（
６
８
）、
土
谷
正
実
（
５
３
）、
遠
藤
誠
一
（
５
８
）
の
６
死
刑
囚
の
刑
も
東
京
、
大
阪
、

広
島
、
福
岡
の
各
拘
置
所
で
執
行
さ
れ
た
。
法
務
省
が
発
表
し
た
。
一
連
の
事
件
で
死
刑
が
確
定
し
た
元
教
団
幹

部
ら
１
３
人
の
中
で
初
の
執
行
。
上
川
陽
子
法
相
が
命
令
し
た
。

オ
ウ
ム
真
理
教
教
祖

被
害
も
相
次
い
だ
。

　

気
象
庁
は
６
日
、
京
都
、

兵
庫
、
鳥
取
、
岡
山
、
広
島
、

福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
の
８
府

県
に
大
雨
の
特
別
警
報
を
出

し
、
土
砂
災
害
の
発
生
に
最

大
級
の
警
戒
を
呼
び
掛
け

た
。
８
府
県
で
特
別
警
報
が

同
時
に
出
る
の
は
２
０
１
３

年
８
月
の
運
用
開
始
以
来
最

多
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
南
か

　
【
共
同
】
東
日
本
か
ら
西

日
本
の
広
い
範
囲
で
大
雨
が

降
り
、
各
地
で
土
砂
災
害
な

ど
が
相
次
い
だ
。
大
雨
に
よ

る
死
者
は
５
日
以
降
で
３

人
、心
肺
停
止
の
人
が
１
人
、

安
否
不
明
者
の
情
報
は
１
２

人
に
な
っ
た
。
広
島
県
で
は

他
に
複
数
が
生
き
埋
め
に

な
っ
た
と
の
情
報
が
あ
り
、

警
察
や
消
防
が
確
認
を
急
い

で
い
る
。
け
が
人
や
住
宅
の

土
砂
災
害
に
最
大
級
警
戒

松本死刑囚ら７人刑執行
８
府
県
に
大
雨
特
別
警
報

死
者
３
人
、
安
否
不
明
１
２
人

米
、
対
中
制
裁
関
税
を
発
動

知
財
侵
害
対
抗
、
２
５
％
上
乗
せ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
国
内
手
続
き
を
完
了

メ
キ
シ
コ
に
次
ぎ
２
カ
国
目

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
栗

原
和
大
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
は
、
中
国
の
知
的
財
産
権

侵
害
に
対
抗
す
る
制
裁
関
税

を
予
定
通
り
６
日
午
前
０
時

（
日
本
時
間
同
日
午
後
１
時
）

す
ぎ
に
発
動
し
た
。
８
１
８

品
目
の
関
税
を
２
５
％
上
乗

せ
す
る
。
中
国
は
報
復
関
税

夏
の
海
外
旅
行
、

最
多
の
予
測

ア
ジ
ア
中
心
に
２
８
３
万
人

業
の
長
期
戦
略
「
中
国
製
造

２
０
２
５
」
に
基
づ
い
て
重

点
支
援
す
る
ハ
イ
テ
ク
分
野

の
製
品
を
中
心
に
制
裁
対
象

を
選
ん
だ
。

　

こ
の
う
ち
、
６
日
発
動
分

は
約
３
４
０
億
ド
ル
に
相
当

し
、
対
象
品
目
に
は
情
報

通
信
衛
星
や
産
業
ロ
ボ
ッ

ト
、
自
動
車
、
航
空
機
な

ど
が
入
っ
た
。
残
り
の
約

１
６
０
億
ド
ル
分
に
相
当
す

る
２
８
４
品
目
へ
の
追
加
関

税
は
、
産
業
界
の
意
見
を
聞

く
な
ど
必
要
な
手
続
き
が
終

わ
り
次
第
、
発
動
す
る
方
針

だ
。

　

中
国
も
６
日
、
年
間
約

３
４
０
億
ド
ル
相
当
の
米
国

製
品
に
２
５
％
の
追
加
関
税

を
課
す
報
復
を
発
動
す
る
。

当
初
は
時
差
の
た
め
米
国
よ

り
半
日
早
く
関
税
を
課
す
と

し
て
い
た
の
を
、
米
国
の
発

動
後
に
措
置
を
取
る
方
針
に

変
え
た
。
米
国
の
制
裁
に
対

抗
す
る
立
場
を
明
確
に
し
、

国
際
世
論
を
味
方
に
つ
け
る

狙
い
が
あ
り
そ
う
だ
。
対
象

は
５
４
５
品
目
で
、
米
国
の

た
。

　

７
日
午
後
６
時
ま
で
の

２
４
時
間
予
想
雨
量
は
多
い

所
で
四
国
４
０
０
ミ
リ
、
九

州
３
０
０
ミ
リ
、関
東
甲
信
、

東
海
、
近
畿
、
中
国
２
０
０

ミ
リ
、
北
陸
１
５
０
ミ
リ
。

そ
の
後
の
２
４
時
間
は
四
国

１
０
０
〜
２
０
０
ミ
リ
、
北

海
道
１
０
０
〜
１
５
０
ミ

リ
、東
北
、関
東
甲
信
、北
陸
、

東
海
、
近
畿
、
中
国
、
九
州

５
０
〜
１
０
０
ミ
リ
。

　

特
別
警
報
が
出
た
８
府
県

の
ほ
か
、
大
阪
府
、
石
川
、

福
井
、
長
野
、
岐
阜
、
滋
賀
、

奈
良
、
山
口
、
徳
島
、
香
川
、

に
踏
み
切
り
、
米
国
は
追
加

関
税
の
対
象
を
中
国
か
ら
輸

入
す
る
ほ
ぼ
全
て
の
物
品
に

拡
大
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
る
。
米
中
の
貿
易
摩
擦
は

全
面
衝
突
に
発
展
し
た
。
自

由
貿
易
体
制
を
揺
る
が
し
、

日
本
を
含
む
世
界
全
体
の
経

済
の
減
速
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
中
国
商
務

省
の
報
道
官
は
「
米
国
は
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の

ル
ー
ル
に
違
反
し
、
経
済
史

上
最
大
規
模
の
貿
易
戦
争
を

発
動
し
た
」
と
非
難
。「
国

家
の
核
心
的
利
益
と
人
民
の

利
益
を
守
る
た
め
、
必
要
な

反
撃
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
述
べ
、
直
ち
に
報
復

措
置
を
発
動
す
る
方
針
を
改

め
て
示
し
た
。

　

米
国
は
６
月
、
中
国
か
ら

輸
入
す
る
１
１
０
２
品
目

に
２
５
％
の
追
加
関
税
を
課

す
と
決
定
。
対
象
品
目
の
年

間
輸
入
額
は
約
５
０
０
億

ド
ル
（
約
５
兆
５
千
億
円
）

で
、
輸
入
額
全
体
の
１
割

に
相
当
す
る
。
中
国
が
製
造

愛
媛
、
高
知
、
熊
本
、
大
分

の
各
県
に
土
砂
災
害
警
戒
情

報
が
出
た
。

　

増
水
し
た
川
に
流
さ
れ
、

５
日
以
降
、
兵
庫
、
広
島
両

県
、
大
阪
府
で
計
３
人
の
遺

体
が
見
つ
か
っ
た
。
京
都
市

で
は
琵
琶
湖
疏
水
に
流
さ
れ

た
人
が
心
肺
停
止
状
態
に

な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、奈
良
、

岡
山
、
広
島
、
高
知
、
福
岡

の
各
県
で
計
１
２
人
の
安
否

が
不
明
と
の
情
報
が
あ
る
。

　

大
雨
の
た
め
山
陽
新
幹
線

は
小
倉
―
博
多
間
の
運
転
を

終
日
見
合
わ
せ
る
な
ど
交
通

機
関
の
ダ
イ
ヤ
も
乱
れ
た
。

会
見
で
「
裁
判
所
の
十
分
な

審
理
を
経
て
死
刑
が
確
定
し

た
。
慎
重
の
上
に
慎
重
な
検

討
を
重
ね
た
」
と
述
べ
た
。

３
日
に
死
刑
を
命
じ
た
と
明

ら
か
に
し
た
一
方
、
７
人
を

選
ん
だ
理
由
は
「
差
し
控
え

る
」
と
し
た
。

　

確
定
判
決
に
よ
る
と
、
松

本
死
刑
囚
は
ほ
か
の
教
団
幹

部
ら
と
共
謀
。
８
９
年
１
１

月
の
坂
本
堤
弁
護
士
＝
当
時

（
３
３
）
＝
一
家
３
人
殺
害

　

１
９
９
５
年
５
月
の
逮
捕

か
ら
２
３
年
。
犯
罪
史
上
類

を
見
な
い
数
々
の
凄
惨
な
事

件
を
首
謀
し
た
教
団
ト
ッ
プ

は
一
審
途
中
か
ら
沈
黙
し
、

事
件
の
詳
細
を
語
る
こ
と
が

な
い
ま
ま
の
執
行
と
な
っ

た
。
警
察
庁
は
、
全
国
の

警
察
本
部
に
後
継
団
体
の
動

向
の
情
報
収
集
や
、
的
確
な

警
戒
警
備
の
実
施
を
指
示
し

た
。

　

上
川
法
相
は
臨
時
記
者

要
求
す
る
従
来
の
手
法
で
揺

さ
ぶ
り
、
協
議
を
有
利
に

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
疑
い

は
拭
え
な
い
た
め
、
北
朝
鮮

が
拉
致
問
題
の
解
決
に
誠
実

に
取
り
組
む
意
向
が
あ
る
の

か
、
十
分
に
見
極
め
る
。

　

関
係
筋
に
よ
る
と
、
北
朝

鮮
側
は
今
年
４
月
の
南
北
首

脳
会
談
後
、
日
本
側
に
実
務

レ
ベ
ル
で
、
拉
致
被
害
者
ら

の
再
調
査
を
明
記
し
た
１
４

年
５
月
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

合
意
は
「
破
棄
さ
れ
て
い
な

い
」
と
伝
達
。
そ
の
後
、
合

意
に
基
づ
き
設
置
し
た
特
別

調
査
委
を
解
体
し
た
の
は
日

本
が
追
加
制
裁
を
科
し
た
た

め
だ
と
し
て
、
制
裁
解
除
の

要
求
を
強
化
し
て
き
た
。

　

日
本
側
は
、
非
核
化
実
現

へ
国
際
社
会
に
圧
力
を
呼
び

掛
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北

朝
鮮
が
具
体
的
行
動
を
取
ら

な
い
限
り
制
裁
は
続
く
と
説

明
。
拉
致
、
核
、
ミ
サ
イ
ル

問
題
が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
日

朝
平
壌
宣
言
に
基
づ
い
て
国

交
を
正
常
化
し
、
経
済
協
力

を
行
う
と
の
姿
勢
も
明
確
に

し
た
。

　

関
係
筋
は
、
９
月
の
ロ
シ

ア
で
の
国
際
会
議
や
、
国
連

総
会
を
利
用
し
た
安
倍
晋
三

首
相
と
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党

委
員
長
と
の
首
脳
会
談
に
つ

い
て
「
日
朝
の
距
離
が
ど
こ

ま
で
近
づ
く
か
が
鍵
を
握
っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

（共同）

　
【
共
同
】
政
府
は
６
日
、

米
国
を
除
く
１
１
カ
国
に
よ

る
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
の
国
内
手
続
き
を
完

了
し
た
と
発
表
し
た
。
既
に

成
立
し
て
い
る
関
連
法
に
関

し
、政
省
令
の
改
正
を
終
え
、

参
加
国
に
完
了
を
通
知
す

る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
。

１
１
カ
国
の
う
ち
国
内
手
続

き
を
完
了
し
た
の
は
メ
キ
シ

コ
に
次
ぎ
、
２
カ
国
目
と
な

る
。
手
続
き
完
了
を
取
り
ま

と
め
役
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
伝
え
た
。

　

政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め

多
国
間
に
よ
る
自
由
貿
易
協

定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
よ
り
、
保

護
主
義
的
な
姿
勢
を
強
め
る

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
対
抗
し

た
い
考
え
。
今
月
下
旬
に
予

定
す
る
新
た
な
日
米
貿
易
協

議
で
も
、
米
国
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
復
帰
を
粘
り
強
く
求
め
て

い
く
方
針
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
６
カ
国
以
上
の

国
内
手
続
き
が
終
わ
っ
て
か

ら
６
０
日
後
に
発
効
す
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
計
４
カ

国
が
年
内
に
手
続
き
を
終
え

る
見
通
し
だ
。日
本
は
今
後
、

参
加
国
の
拡
大
を
目
指
し
て

議
論
を
主
導
し
て
い
く
。

　

茂
木
敏
充
経
済
再
生
担
当

相
は
６
日
の
閣
議
後
記
者
会

見
で
「
日
本
の
手
続
き
の

進
捗
が
参
加
国
に
良
い
影
響

を
与
え
る
。
早
期
発
効
に
向

け
た
機
運
を
高
め
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

日
本
の
国
内
手
続
き
は
協

定
本
体
の
国
会
承
認
を
６
月

１
３
日
に
終
え
、
畜
産
農
家

の
支
援
強
化
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
関
連
法
も
２
９
日
に
成

立
し
て
い
た
。

　

茂
木
氏
は
６
日
午
後
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ペ
イ

ト
ン
駐
日
大
使
に
手
続
き
完

了
を
文
書
で
も
伝
え
た
。

　
【
共
同
】
日
本
と
北
朝
鮮

に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
を

巡
る
水
面
下
の
協
議
で
、
北

朝
鮮
側
が
日
本
独
自
の
経
済

制
裁
を
緩
和
し
な
い
限
り
、

日
本
の
要
求
に
は
応
じ
ら
れ

な
い
と
の
考
え
を
伝
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
日
本

政
府
は
、
制
裁
緩
和
を
拉
致

被
害
者
の
調
査
再
開
の
条
件

と
し
て
示
し
て
き
た
可
能
性

が
あ
る
と
み
て
、
真
意
を
慎

重
に
分
析
し
て
い
る
。
複
数

の
日
朝
関
係
筋
が
５
日
、
明

ら
か
に
し
た
。
日
本
側
は
拉

致
、
核
、
ミ
サ
イ
ル
問
題
の

包
括
的
な
解
決
が
前
提
に
な

る
と
主
張
し
、
協
議
は
平
行

線
が
続
い
て
い
る
も
よ
う

だ
。

　

北
朝
鮮
は
「
拉
致
問
題
は

解
決
済
み
」
と
の
姿
勢
を
変

え
て
い
な
い
が
、
非
核
化
を

巡
る
米
朝
協
議
が
進
展
す
れ

ば
、
い
ず
れ
日
本
と
の
本
格

交
渉
が
必
要
に
な
る
と
判
断

し
、
日
本
の
出
方
を
探
っ
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

日
本
側
は
、
北
朝
鮮
が

２
０
１
６
年
２
月
、
核
実
験

に
伴
う
日
本
の
追
加
制
裁
を

受
け
、
拉
致
被
害
者
ら
の
再

調
査
を
担
う
特
別
調
査
委
員

会
の
解
体
を
表
明
し
た
経
緯

か
ら
、
追
加
分
の
制
裁
解
除

が
調
査
再
開
の
糸
口
に
な
る

と
の
見
方
を
強
め
て
い
る
。

　

た
だ
段
階
的
な
見
返
り
を

事
件
、
９
４
年
６
月
の
松
本

サ
リ
ン
事
件
、
９
５
年
３
月

の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
起

こ
し
た
。

　

公
証
役
場
事
務
長
監
禁
致

死
事
件
な
ど
も
含
め
１
３
事

件
に
関
与
し
、
判
決
で
認
定

さ
れ
た
死
者
は
計
２
７
人
。

起
訴
後
の
死
亡
者
な
ど
を
含

め
た
犠
牲
者
は
２
９
人
に
上

り
、
国
は
６
５
０
０
人
以
上

の
被
害
者
を
確
認
し
て
い

る
。

　

松
本
死
刑
囚
は
９
６
年
４

月
に
始
ま
っ
た
東
京
地
裁
の

公
判
で
不
規
則
発
言
を
繰
り

返
し
、
何
度
も
退
廷
を
命
じ

ら
れ
た
。
弁
護
側
は
「
指
示

は
な
く
、
弟
子
が
勝
手
に
暴

走
し
た
」と
無
罪
を
訴
え
た
。

　

東
京
地
裁
は
２
０
０
４
年

の
判
決
で
、
全
事
件
で
の

指
示
と
共
謀
を
認
定
。「
一

連
の
犯
行
の
源
で
あ
り
首
謀

者
。
救
済
の
名
の
下
に
日
本

支
配
を
考
え
た
動
機
は
浅
ま

北
朝
鮮
、
制
裁
緩
和
を
要
求

拉
致
調
査
再
開
の
条
件
か

し
く
愚
か
し
い
限
り
で
、
極

限
の
非
難
に
値
す
る
」
と
求

刑
通
り
死
刑
を
言
い
渡
し

た
。

　

判
決
後
に
弁
護
団
は
控
訴

し
た
が
全
員
辞
任
。
新
た
に

選
任
さ
れ
た
弁
護
団
が
期
限

内
に
控
訴
趣
意
書
を
提
出
し

な
か
っ
た
た
め
、
東
京
高
裁

は
０
６
年
３
月
、
公
判
を
開

か
ず
に
控
訴
棄
却
を
決
定
し

た
。
弁
護
団
は
異
議
申
し
立

て
を
し
た
が
棄
却
さ
れ
、
最

高
裁
に
特
別
抗
告
。
最
高
裁

は
同
９
月
に
棄
却
し
、
死
刑

が
確
定
し
た
。

　

教
団
の
裁
判
は
１
１
年
１ 

２
月
、
元
幹
部
の
死
刑
が
確

定
し
て
い
っ
た
ん
終
結
。
逃

亡
を
続
け
て
い
た
３
人
が
逮

捕
、起
訴
さ
れ
て
再
開
し
た
。

１
８
年
１
月
に
元
信
者
高
橋

克
也
受
刑
者
（
６
０
）
の
無

期
懲
役
が
確
定
し
、
全
て
の

裁
判
が
終
わ
っ
た
。
法
務
省

は
同
３
月
、
松
本
死
刑
囚
ら

死
刑
囚
６
人
を
東
京
拘
置
所

に
残
し
、
７
人
を
各
地
の
拘

置
所
に
移
送
し
て
い
た
。

国
民
の
厳
し
い
目
重
視

松
本
死
刑
囚
の
刑
執
行

　
【
共
同
・
解
説
】
上
川
陽

子
法
相
が
オ
ウ
ム
真
理
教
教

祖
を
名
乗
っ
た
松
本
智
津
夫

死
刑
囚
（
６
３
）
ら
の
死
刑

執
行
を
命
じ
た
の
は
、
被
害

者
や
遺
族
の
感
情
だ
け
で
な

く
、
未
曽
有
の
凶
行
に
対
す

る
国
民
の
厳
し
い
目
を
重
く

み
た
た
め
だ
。

　

一
方
、
松
本
死
刑
囚
の
口

か
ら
法
廷
で
語
ら
れ
な
か
っ

た
事
件
の
真
相
を
聞
く
機
会

は
永
遠
に
失
わ
れ
た
。
事
件

の
風
化
は
加
速
す
る
と
み
ら

れ
る
が
、
教
訓
を
生
か
す
た

め
に
は
、
事
件
と
ど
う
向
き

合
う
の
か
、
今
後
も
模
索
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

本
人
が
面
会
に
応
じ
な

か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て

も
、
執
行
に
至
る
ま
で
の
松

本
死
刑
囚
に
関
す
る
情
報
は

あ
ま
り
に
も
乏
し
か
っ
た
。

ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
、
刑

を
執
行
で
き
る
精
神
状
態
で

あ
る
と
判
断
し
た
の
か
も
明

ら
か
に
さ
れ
る
可
能
性
は
少

な
い
だ
ろ
う
。

　

世
界
で
は
、
死
刑
廃
止
の

流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
執
行
に
至
る
経
緯
の
多

く
が
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い

　
【
共
同
】
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
５
日
、

今
月
１
５
日
か
ら
８
月
３
１

日
ま
で
の
夏
休
み
期
間
に
１

泊
以
上
の
海
外
旅
行
に
出
掛

け
る
人
が
前
年
比
４
・
１
％

増
の
２
８
３
万
人
に
な
る
と

の
予
測
を
発
表
し
た
。
比
較

可
能
な
２
０
０
０
年
以
降
で

最
も
多
く
な
る
。
格
安
航
空

会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
普
及

で
ア
ジ
ア
へ
の
旅
行
が
増
加

し
、
全
体
を
け
ん
引
し
そ
う

だ
。

　

海
外
旅
行
の
行
き
先
は
、

韓
国
や
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
が

５
・
５
％
増
え
る
と
予
測
し

た
。
円
相
場
の
水
準
が
比
較

的
安
定
し
て
い
る
こ
と
も
追

い
風
と
な
る
と
い
う
。

　

国
内
旅
行
は
前
年
比
横
ば

い
の
７
４
６
０
万
人
と
予
測

し
た
。
行
き
先
は
東
北
、
北

陸
が
増
え
、
近
畿
は
減
る
と

み
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
旅
行
平
均
費

用
は
海
外
・
国
内
と
も
に
減

る
見
通
し
だ
。
大
手
企
業
で

は
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
を
引
き
上

げ
る
動
き
が
相
次
い
だ
が
、

「
来
年
予
定
の
消
費
税
増
税

な
ど
へ
の
不
安
感
が
継
続
し

て
い
る
」（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）と
い
う
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
１
２
０
０
人
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
グ
ル
ー

プ
の
旅
行
販
売
の
状
況
な
ど

か
ら
推
計
し
た
。

る
日
本
の
死
刑
制
度
に
は
、

国
際
社
会
か
ら
厳
し
い
視
線

が
注
が
れ
て
い
る
。

　

存
続
、
廃
止
い
ず
れ
の
立

場
を
取
る
に
し
て
も
、
死
刑

制
度
を
巡
る
議
論
が
こ
れ
ま

で
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。
世
界
を
震
撼
さ
せ

た
事
件
の
首
謀
者
の
刑
を
執

行
し
た
今
こ
そ
、
制
度
の
在

り
方
に
つ
い
て
国
民
的
議
論

を
始
め
る
必
要
が
あ
る
。

重
要
な
産
品
で
あ
る
大
豆
や

牛
肉
、
自
動
車
な
ど
を
含
め

た
。

　

米
国
が
２
０
１
７
年
に
中

国
か
ら
輸
入
し
た
物
品
の
総

額
は
約
５
０
５
０
億
ド
ル
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
５
日
の
演
説

で
、
年
間
２
千
億
ド
ル
に
相

当
す
る
中
国
製
品
の
関
税
を

１
０
％
上
乗
せ
す
る
追
加
制

裁
の
発
動
に
意
欲
を
表
明
し

た
。
記
者
団
に
「
３
千
億
ド

ル
く
ら
い
残
っ
て
い
る
」
と

述
べ
、
制
裁
対
象
を
大
幅
に

拡
大
す
る
可
能
性
も
示
唆
し

た
。
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Ｐ
Ｔ
Ｂ
の
労
省
支
配
に
区
切
り

　
エ
シ
ェ
ロ
ン
作
戦
は
ヴ
ェ
ン

セ
ス
ラ
ウ
刑
務
所
の
下
水
道

で
発
見
さ
れ
た
外
部
と
の
連

絡
用
メ
モ
や
、
電
話
の
盗
聴

な
ど
で
進
展
。
同
刑
務
所
内

の
準
幹
部
７
人
を
含
む
、
Ｐ

Ｃ
Ｃ
構
成
員
ら
の
動
き
を

追
っ
た
結
果
、
用
意
さ
れ
た

起
訴
状
は
５
６
９
ペ
ー
ジ
に

上
る
と
い
う
。

　

検
察
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ

は
構
成
員
を
リ
ク
ル
ー
ト
し

た
り
、
構
成
員
に
関
す
る
情

報
を
更
新
、
管
理
し
た
り
す

る
た
め
の
部
署
を
設
け
、
爆

弾
製
造
講
座
を
開
設
、
殺

し
専
門
の
チ
ー
ム
を
作
る
な

ど
し
て
、
聖
州
内
外
の
構
成

員
を
思
い
の
ま
ま
に
動
か
し

て
い
た
。
２
０
１
７
年
に
準

幹
部
が
指
示
し
た
ラ
イ
バ
ル

組
織
関
係
者
ら
殺
害
は
少
な

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
警
察
は
５
日
、
労
組
登
録
手
続
き
に
お
け
る
不
正
を
暴
く
一

斉
捜
査
、〃
偽
登
録（
Ｒ
Ｅ
）作
戦
〃
第
３
弾
を
発
動
。
現
職
の
日
系
大
臣
、ヨ
ム
ラ・

エ
ウ
ト
ン
労
相
に
も
嫌
疑
が
か
か
り
、
最
高
裁
の
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
判
事
が

同
相
の
職
務
停
止
命
令
を
出
し
た
後
、
同
相
が
辞
表
を
提
出
、
テ
メ
ル
大
統
領
も

そ
れ
を
受
理
し
た
と
５
、６
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

氏
の
意
向
で
、
同
氏
の
娘
ク

リ
ス
チ
ア
ー
ネ
・
ブ
ラ
ジ
ル

下
議
（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
）
が
指
名
さ

れ
た
が
、
同
氏
の
抱
え
る
労

働
争
議
や
奇
抜
な
言
動
か
ら

指
名
取
消
と
な
り
、
就
任
が

見
送
ら
れ
た
。

　

そ
う
し
た
経
緯
で
労
相
を

代
行
後
、
正
式
に
労
相
に
就

任
し
た
の
が
ヨ
ム
ラ
氏
だ
。

同
氏
は
政
治
経
験
こ
そ
な
い

が
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
の
息
が
か
か
り
、

ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ
ン
党
首
の
後
援

を
受
け
て
い
た
。

　

労
相
ナ
ン
バ
ー
２
で
、
本

来
な
ら
ヨ
ム
ラ
氏
の
後
任
と

な
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
５
月

３
０
日
の
Ｒ
Ｅ
作
戦
第
１
弾

で
既
に
逮
捕
さ
れ
て
い
た
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ア
ラ
ン
テ
ス
氏

も
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
下
院
リ
ー
ダ
ー

の
ジ
ョ
ヴ
ァ
イ
ル
・
ア
ラ
ン
テ

ス
下
議
の
甥
だ
。

　

ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ
ン
Ｐ
Ｔ
Ｂ
党

首
は
、
ヨ
ム
ラ
氏
の
辞
職
を

受
け
、「
Ｐ
Ｔ
Ｂ
は
、
労
相

ポ
ス
ト
を
テ
メ
ル
政
権
に
返

上
す
る
」
と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。

官
房
長
官
職
と
兼
任
と
は
い

え
、
パ
ジ
ー
リ
ャ
氏
が
臨
時

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

は
６
日
、
６
月
の
広
範
囲
消

費
者
物
価
指
数（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）

を
１
・
２
６
％
と
発
表
し
た
。

月
間
イ
ン
フ
レ
率
が
１
％
を

超
え
た
の
は
、
１
６
年
１
月

の
１
・
２
７
％
以
来
、
２
年

半
ぶ
り
だ
。
５
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ａ
は
０
・
４
％
高
で
、
昨
年

で
労
相
の
座
に
就
い
た
事
は
、

政
府
が
「
労
相
＝
Ｐ
Ｔ
Ｂ
」

の
図
式
と
決
別
し
た
事
を
意

味
す
る
。

　

連
警
は
、
カ
ル
ロ
ス
・
マ

ル
ン
連
邦
政
府
総
務
室
長
に

も
「
労
組
不
正
登
録
を
行
っ

て
い
た
疑
い
の
あ
る
グ
ル
ー
プ

の
一
員
、
ま
た
は
労
働
省
内

の
人
物
と
繋
が
り
が
あ
っ
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
確
固

た
る
証
拠
が
あ
る
」
と
し
て
、

家
宅
捜
索
願
を
出
し
て
い
た

が
、
Ｓ
Ｔ
Ｆ
の
フ
ァ
キ
ン
判

事
は
こ
の
家
宅
捜
索
願
を
拒

否
。
ラ
ケ
ル
・
ド
ッ
ジ
連
邦

検
察
庁
長
官
も
連
警
に
は
賛

同
し
な
か
っ
た
。

　

マ
ル
ン
総
務
室
長
は
連
警

の
家
宅
捜
索
要
請
に
苛
立
ち
、

職
責
は
パ
ジ
ー
リ
ャ
氏
兼
任

く
と
も
１
３
州
に
及
び
、
約

１
０
０
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

５
州
で
は
刑
務
所
職
員
や
警

察
官
殺
害
も
起
き
た
。

　

起
訴
状
の
中
に
は
、
９

月
９
日
午
後
８
時
４
８
分

に
、
情
報
管
理
の
担
当
者
が

構
成
員
の
１
人
に
電
話
を
か

導
す
る
か
ら
人
員
を
送
れ
と

い
う
、
聖
州
外
の
構
成
員
に

呼
び
か
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

あ
っ
た
。
爆
弾
製
造
講
座
は
、

将
来
、
刑
務
所
な
ど
を
襲
う

時
の
た
め
の
も
の
で
、
攻
撃

の
指
示
が
出
次
第
、
直
ち
に

行
動
に
移
れ
る
よ
う
に
し
よ

昨
年
は
彼
を
含
む
幹
部
１
４

人
が
プ
レ
ジ
デ
ン
テ
・
ベ
ル

ナ
ル
デ
ス
の
刑
務
所
に
隔
離

さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
で
弱

体
化
と
の
予
想
に
反
し
、
プ

レ
ジ
デ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ン
セ
ス
ラ

ウ
刑
務
所
に
残
っ
た
準
幹
部

級
の
囚
人
７
人
が
弁
護
士
ら

を
介
し
て
命
令
を
出
し
、
各

地
で
暴
動
や
殺
人
な
ど
を
起

こ
さ
せ
て
い
た
。

　
【
既
報
関
連
】
聖
州
検
察

局
が
、
６
月
１
４
日
に
行
わ

れ
た
聖
州
警
察
の
エ
シ
ェ
ロ

ン
作
戦
に
基
づ
き
、
聖
州
に

本
拠
を
置
く
国
内
有
数
の
犯

罪
組
織
、
州
都
第
一
コ
マ
ン

ド
（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
構
成
員
７
５

人
（
男
性
７
０
人
、
女
性
５

人
）
を
起
訴
し
た
と
６
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

首
領
の
マ
ル
コ
・
ウ
イ
リ

ア
ム
ス
・
Ｈ
・
カ
マ
ッ
シ
ョ

こ
と
マ
ル
コ
ラ
に
は
、
１
６

年
１
２
月
に
特
別
懲
戒
制
度

（
Ｒ
Ｄ
Ｄ
）
が
適
用
さ
れ
、

エ
シ
ェロ
ン
作
戦
の
捜
査
基
に

セ
レ
ソ
ン
の
夢
ベ
ス
ト
８
で
終
焉

１
３
州
で
１
０
０
人
殺
害
？

う
と
し
て
い
た
。

　

殺
し
専
門
の
部
署
は
「
シ

ン
ト
ニ
ア
・
レ
ス
ト
リ
タ
」

と
呼
ば
れ
、
訓
練
さ
れ
、
実

行
力
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
み
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
署

は
チ
ー
ム
で
行
動
し
、
各
州

の
構
成
員
が
送
っ
た
標
的
の

情
報
を
基
に
、
上
層
部
が
州

外
か
ら
派
遣
し
た
メ
ン
バ
ー

が
殺
害
を
実
行
す
る
と
い
う

ル
ー
ル
も
判
明
し
た
。同
チ
ー

ム
は
北
大
河
州
や
ミ
ナ
ス
州
、

ア
ラ
ゴ
ア
ス
州
、
サ
ン
タ
カ

タ
リ
ー
ナ
州
、
パ
ラ
ナ
州
な

ど
で
任
務
を
遂
行
し
て
お
り
、

標
的
を
な
ぶ
り
殺
し
に
し
ろ

と
い
っ
た
指
示
も
出
て
い
た
と

い
う
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｃ
構
成
員
は
聖
州
だ

け
で
１
万
９
０
０
人
。
国
外

も
含
む
州
外
の
構
成
員
は
こ

こ
４
年
間
で
６
倍
に
増
え
、

２
万
人
を
超
え
て
い
る
。

る
と
、テ
メ
ル
大
統
領
も
、「
こ

れ
ま
で
の
貢
献
に
感
謝
す
る
」

と
の
声
明
と
共
に
そ
れ
を
受

け
入
れ
た
。

　

ヨ
ム
ラ
氏
は
正
式
就
任
と

な
っ
た
４
月
１
０
日
か
ら
丸

３
カ
月
も
経
た
な
い
内
の
退

任
と
な
っ
た
。
空
席
と
な
っ
た

労
相
の
職
務
は
、
エ
リ
ゼ
ウ
・

パ
ジ
ー
リ
ャ
官
房
長
官
が
暫

定
的
に
兼
務
す
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｂ
は
一
昨
年
発
足
し

た
テ
メ
ル
政
権
で
労
相
の
ポ

ス
ト
を
確
保
し
、
連
帯
（
Ｓ

Ｄ
）
と
共
に
労
働
省
内
の
役

職
を
割
り
振
っ
て
い
た
。

　

ヨ
ム
ラ
氏
の
前
任
は
ロ
ナ

ウ
ド・ノ
ゲ
イ
ラ
氏（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
）

で
、
同
氏
が
昨
年
末
に
辞
職

し
た
後
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
党
首
の

ロ
ベ
ル
ト
・
ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ
ン

様々な指令が出されていたとされるヴェンセスラウ刑務所
（Edson Lopes Jr./ GESP）

リオでブラジル人とベルギー人
が共に観戦した（Tomaz Silva / 
Agencia Brasil）

取調べを受け、連警本部を出るヨムラ・エウ
トン氏（Jose Cruz / Ageencia Brasil）

マ
ル
ン
総
務
室
長
に
も
嫌
疑

Ｗ杯サッカー

「
吐
き
気
を
も
よ
お
す
よ
う

な
不
快
な
陰
謀
」
と
発
言
。

捜
査
当
局
の
職
権
濫
用
を
防

ぐ
法
案
の
早
期
承
認
を
議
会

に
求
め
た
。

６
月
は
０
・
２
３
％
の
デ
フ
レ

だ
っ
た
。
５
月
下
旬
の
ト
ラ
ッ

ク
ス
ト
の
影
響
は
明
ら
か
だ

が
、
問
題
は
こ
れ
が
政
府
や

中
銀
の
言
う
と
お
り
「
一
過

性
」
に
留
ま
り
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
月
間
０
・
５
％
を

超
え
な
い
月
が
続
く
か
ど
う

か
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ジ
ェ
ト
ゥ
ー
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル

ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
公
共

政
策
分
析
部
に
よ
る
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ル
ー
ラ

元
大
統
領
の
名
が
語
ら
れ
る

回
数
が
減
っ
て
い
る
。
６
月

２
９
日
〜
７
月
５
日
の
７
日

間
の
同
氏
に
関
す
る
書
き
込

み
や
、
書
き
込
み
へ
の
賛
同
、

拡
散
な
ど
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
１
日
平
均
３
万
３
７
０
０

回
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
１

日
平
均
７
万
１
０
０
回
だ
っ

た
。
５
月
は
ツ
イ
ッ
タ
ー

１
０
万
３
５
０
０
件
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
１
３
万
７
７
０

０
件
だ
っ
た
。「
ル
ー
ラ
の
出

馬
は
無
理
」
の
ム
ー
ド
が
広

が
っ
て
い
る
証
拠
？

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
フ

ロ
リ
ア
ノ
ポ
リ
ス
市
の
ホ
テ

ル
兼
ア
パ
ー
ト
に
５
日
午
後
、

３
人
組
の
賊
が
侵
入
。
客
と

従
業
員
計
６
人
を
制
圧
し

た
。
逃
げ
た
従
業
員
の
通
報

を
受
け
た
警
察
は
、
６
日

午
前
０
時
半
頃
に
現
場
に
着

き
、
洗
濯
場
で
１
人
、
２
階

で
２
人
、
３
階
で
２
人
の
絞

殺
体
を
発
見
し
た
。
遺
体
は

皆
、
手
足
を
縛
ら
れ
て
お
り
、

壁
に
は
聖
州
の
犯
罪
組
織
、

州
都
第
一
コ
マ
ン
ド
を
示
す

Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
文
字
が
書
き
込
ま

れ
て
い
た
と
い
う
。
殺
さ
れ

た
５
人
の
内
４
人
は
聖
州
出

身
で
、
１
０
年
前
に
同
市
に

移
住
し
た
ホ
テ
ル
の
所
有
者

親
子
で
、
も
う
一
人
は
息
子

の
１
人
が
経
営
す
る
会
社
の

共
同
経
営
者
だ
っ
た
。

　

連
邦
政
府
は
、
社
会
保
障

の
不
正
受
給
者
摘
発
を
目

的
と
し
た
受
給
状
況
精
査
を

行
い
、
疾
病
や
事
故
を
理
由

と
す
る
一
時
的
、
ま
た
は
恒

久
的
な
就
労
不
能
者
お
よ
そ

２
２
万
人
へ
の
手
当
て
や
年

金
の
支
給
を
停
止
、
９
６
億

レ
ア
ル
分
の
出
費
を
浮
か
せ

た
と
６
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

が
報
じ
た
。

　

社
会
開
発
省
は
、
昨
年
末

の
時
点
で
、
不
正
受
給
取

締
り
に
よ
る
経
済
効
果
は

１
５
７
億
レ
に
な
る
だ
ろ
う

と
試
算
し
て
い
た
。
歳
出
削

減
効
果
は
、
２
０
１
８
年
、

１
９
年
予
算
に
反
映
さ
れ

る
。

　

年
金
受
給
状
況
捜
査
は

２
０
１
６
年
８
月
に
開
始

さ
れ
た
。
政
府
は
今
年
に

入
っ
て
監
査
方
法
を
変
更

し
、
不
正
受
給
摘
発
作
業

の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
た
。

１
６
年
８
月
か
ら
今
年
２
月

末
ま
で
の
１
年
７
カ
月
間

で
調
査
さ
れ
た
人
の
数
は

２
８
万
９
８
０
０
人
だ
っ
た

の
に
、
今
年
３
月
か
ら
６
月

末
ま
で
の
４
カ
月
に
調
査

さ
れ
た
人
の
数
は
お
よ
そ

５
０
万
人
に
達
し
た
。

　

１
６
年
８
月
〜
今
年
２
月

の
調
査
で
は
、
疾
病
手
当
て

受
給
者
の
８
２
％
（
全
体

の
８
２
％
で
は
な
く
、
調
査

さ
れ
た
中
の
８
２
％
、
以

下
同
）、
年
金
受
給
者
の

１
７
％
が
不
正
と
さ
れ
、

支
給
が
止
め
ら
れ
た
。
今

年
３
月
〜
６
月
の
調
査
で

は
、
疾
病
手
当
て
受
給
者

の
７
４
％
、
年
金
受
給
者
の

３
１
％
で
不
正
が
発
覚
し
、

支
給
が
停
止
さ
れ
た
。

　

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ベ
ル
ト
ラ

メ
社
会
開
発
相
は
、「
自
主

残
業
し
、
不
正
受
給
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
職
員
に
、
ボ
ー
ナ

ス
支
給
の
条
件
と
し
て
、
１

日
４
件
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

よ
う
要
求
し
た
結
果
だ
」
と

胸
を
張
っ
た
。
以
前
は
１
週

間
で
１
件
し
か
調
査
し
な
い

職
員
も
い
た
と
い
う
。

　

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
（
Ｗ
杯
）
ロ
シ
ア
大
会
第

２
０
日
目
の
６
日
、
ニ
ジ
ニ・

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
、
カ
ザ
ン
で
準
々

決
勝
２
試
合
が
行
わ
れ
、
２

対
０
で
ウ
ル
グ
ア
イ
を
制
し

た
フ
ラ
ン
ス
と
、
伯
国
代
表

（
セ
レ
ソ
ン
）
に
２
対
１
で

勝
利
し
た
ベ
ル
ギ
ー
が
共
に

準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。
フ

ラ
ン
ス
は
準
優
勝
と
な
っ
た

２
０
０
６
年
ド
イ
ツ
大
会
以

来
、
３
大
会
１
２
年
ぶ
り
、

ベ
ル
ギ
ー
は
実
に
８
大
会
、

３
２
年
ぶ
り
の
４
強
入
り
と

な
っ
た
。
セ
レ
ソ
ン
の
８
強
止

ま
り
は
２
大
会
ぶ
り
だ
。

　

セ
レ
ソ
ン
は
、
２
試
合
前

の
一
次
リ
ー
グ
最
終
戦
の
対

セ
ル
ビ
ア
戦
で
開
始
早
々
に

不
調
を
訴
え
て
退
い
て
い
た

マ
ル
セ
ロ
が
、
２
試
合
ぶ
り

の
先
発
復
帰
と
な
っ
た
。

　

対
す
る
ベ
ル
ギ
ー
は
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
の

対
日
本
戦
で
後
半
途
中
か
ら

出
場
し
、
０
対
２
の
劣
勢
を

跳
ね
返
し
て
逆
転
す
る
立
役

者
と
な
っ
た
フ
ェ
ラ
イ
ニ
を
先

発
起
用
し
、
小
柄
な
選
手
の

揃
う
セ
レ
ソ
ン
の
中
盤
に
圧

力
を
か
け
る
布
陣
で
決
戦
に

臨
ん
だ
。

　

試
合
が
動
い
た
の
は
前
半

１
２
分
。
ベ
ル
ギ
ー
の
コ
ー

ナ
ー
キ
ッ
ク
を
カ
ッ
ト
し
よ

う
と
し
た
伯
国
の
フ
ェ
ル
ナ
ン

ジ
ー
ニ
ョ
の
右
肩
に
あ
た
っ
た

ボ
ー
ル
が
、
伯
国
ゴ
ー
ル
に

吸
い
込
ま
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
が

先
制
し
た
。

　

前
半
３
０
分
に
は
セ
レ
ソ

ン
の
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
を
カ
ッ

ト
し
た
ベ
ル
ギ
ー
が
、
高
速

で
カ
ウ
ン
タ
ー
ア
タ
ッ
ク
を

発
動
。
大
型
Ｆ
Ｗ
の
ル
カ
ク

が
攻
め
あ
が
る
と
、
ル
カ
ク

か
ら
の
パ
ス
を
受
け
た
デ
ブ

ラ
イ
ネ
が
、
強
烈
な
ミ
ド
ル

シ
ュ
ー
ト
を
伯
国
ゴ
ー
ル
に

突
き
刺
し
、
リ
ー
ド
を
２
点

に
広
げ
た
。

　

セ
レ
ソ
ン
は
後
半
開
始

か
ら
フ
ィ
ル
ミ
ー
ノ
、
後
半

１
２
分
に
は
ダ
グ
ラ
ス
・
コ

ス
タ
を
投
入
し
、
反
撃
を
図
っ

た
が
、
試
合
は
動
か
ず
。
後

半
３
０
分
に
は
、
３
分
前
に

投
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
レ
ナ

ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
が
ヘ
デ
ィ
ン

グ
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
１
対

２
と
１
点
差
に
追
い
す
が
り
、

そ
の
後
も
さ
ら
に
攻
め
立
て

た
が
、
シ
ュ
ー
ト
チ
ャ
ン
ス
に

精
度
を
欠
き
、
得
点
を
重
ね

ら
れ
な
い
ま
ま
試
合
終
了
と

な
っ
た
。

　

７
日
は
残
る
二
つ
の
準
々

決
勝
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
対
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
と
、
ロ
シ
ア

対
ク
ロ
ア
チ
ア
戦
が
行
わ
れ

る
。
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー

は
１
０
日
に
決
勝
進
出
を
か

け
て
準
決
勝
を
戦
う
。

　

保
健
省
が
６
日
、
１
７

年
１
２
月
３
１
日
〜
１
８

年
６
月
９
日
に
感
染
が
確

認
さ
れ
た
デ
ン
グ
熱
患
者

は
１
６
５
９
人
、
死
者
は

６
２
人
と
発
表
し
た
。
感
染

者
中
、
１
３
６
人
は
重
症
、

１
５
２
３
人
も
要
警
戒
と
さ

れ
た
と
同
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

デ
ン
グ
熱
の
疑
似
症
患
者

（
あ
る
伝
染
病
と
疑
わ
れ
る

症
状
が
出
た
患
者
）
の
地
域

別
発
生
率
は
、
中
西
部
３
７

・
５
％
、
南
東
部
３
０
・
６

％
、
北
東
部
２
３
・
７
％
、

北
部
６
・
７
％
、
南
部
１
・

４
％
だ
。
疑
似
症
患
者
発
生

数
上
位
４
市
は
、
サ
ン
シ
モ

ン
市
７
０
６
７
件
（
１
０
万

人
あ
た
り
１
人
）、
セ
ナ
ド
ー

ル
・
カ
ネ
ー
ド
市
３
３
４
８

件
（
同
２
人
）
な
ど
、
ゴ
イ

ア
ス
州
に
集
中
し
て
い
る
。

　

一
方
、
チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱

は
３
万
２
５
１
人
の
感
染
が

確
認
さ
れ
、
８
人
の
死
者
が

出
た
。
疑
似
症
患
者
発
生
率

は
、
南
東
部
５
０
・
９
％
、

中
西
部
２
６
・
８
％
、
北
東

部
１
３
・
６
％
、
北
部
８
・

３
％
、
南
部
０
・５
％
と
な
っ

て
い
る
。
疑
似
症
患
者
発
生

数
が
多
い
の
は
、
リ
オ
州
イ

タ
オ
カ
レ
市
２
７
３
６
人
や

ミ
ナ
ス
州
コ
ロ
ネ
ル
・
フ
ァ

ブ
リ
シ
ア
ノ
市
５
７
８
１
人

だ
が
、
擬
似
症
患
者
の
発
生

率
は
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州

ク
イ
ア
バ
市
の
５
３
８
人
、

１
０
万
人
あ
た
り
７
人
が
最

高
だ
。

　

ジ
カ
熱
は
１
６
７
４
人
の

感
染
が
確
認
さ
れ
た
。
成
人

の
死
者
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
が
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
死

者
は
５
３
人
い
る
と
い
う
。

疑
似
症
患
者
の
発
生
率
は
、

南
東
部
３
２
・
６
％
、
北
東

部
２
６
％
、
中
西
部
２
５
・

２
％
、
北
部
１
５
・
５
％
、

南
部
０
・
７
％
で
、
疑
似
症

患
者
が
多
い
市
は
、
バ
イ
ア

州
ペ
ー
・
デ
・
セ
ー
ラ
市
の

１
５
５
３
人
（
１
０
万
人
あ

た
り
５
人
）
や
ゴ
イ
ア
ス
州

ト
ゥ
リ
ン
ダ
ー
デ
市
の
１
１

１
人
（
１
０
万
人
あ
た
り
３

人
）
だ
。
ク
イ
ア
バ
市
は
ジ

カ
熱
で
も
疑
似
症
患
者
が
３

０
人
お
り
、
発
生
率
も
１
０

万
人
あ
た
り
３
人
と
高
い
。

外国為替市況
中銀サイトより

7月6日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8651  R$
買　3.8641  R$

円相場
売　0.0350  R$
買　0.0350  R$

労組不正認可疑惑で辞任
　

５
日
に
は
ヨ
ム
ラ
氏
が
事

情
聴
取
を
受
け
た
ほ
か
、
労

相
執
務
室
長
の
ジ
ュ
リ
オ
・

ベ
ル
ナ
ル
ド
氏
や
労
省
リ
オ

州
出
張
所
所
長
ア
ド
リ
ア
ー

ノ
・
リ
マ
氏
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ

ル
ケ
ゼ
ッ
リ
下
議
（
伯
国
労

働
党
・
Ｐ
Ｔ
Ｂ
）
の
補
佐
官

の
ジ
ョ
ナ
ス
・
リ
マ
氏
ら
が
一

時
逮
捕
さ
れ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
連
警
本
部

で
取
り
調
べ
を
受
け
た
ヨ
ム

ラ
氏
は
黙
秘
し
、
自
身
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ブ
ロ
ッ
ク
解

除
も
拒
否
し
た
。
取
調
べ
後
、

ヨ
ム
ラ
氏
が
辞
表
を
提
出
す

不
正
受
給
の
摘
発
続
々
と

今
年
か
ら
監
査
方
法
が
大
幅
改
善

ベ
ル
ギ
ー
に
２
対
１
で
敗
れ
る

ヨムラ
労相

聖州検察

犯
罪
組
織
Ｐ
Ｃ
Ｃ
７
５
人
を
起
訴

（２）２０１８年 第５０３５号 ７月 ７日 （土曜日）

社会保障

デ
ン
グ
熱
に
よ
る
死
者
６
２
人

チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱
で
も
８
人
死
亡

け
、
通
称
や
組

織
加
入
の
日
付

や
場
所
、
現
在

の
所
在
地
な
ど

を
確
認
し
た
記

録
や
、
１
７
年

２
月
１
８
日
に

送
ら
れ
、
新
し
い

女
性
構
成
員
を

獲
得
す
る
必
要

を
強
調
し
、
女

性
部
門
強
化
を

命
じ
た
文
書
な

ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
爆
弾

の
作
り
方
を
指



　

本ほ
ん

間ま

雅ま
さ

晴は
る
・
予よ

備び

役え
き

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
うの
妻つ

ま
・
富ふ

士じ

子こ

の
も
と
に
、
コ
ー

ダ
ー
大た

い

尉い

が
訪お

と
ずれ
た
の
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
は
マ
ニ
ラ
で
昭

し
ょ
う

和わ

２
１

（
１
９
４
６
）
年ね

ん

１
月が

つ

に
始は

じ

ま
っ
た
本ほ

ん

間ま

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
うの
「
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

」
裁さ

い

判ば
ん

の
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

だ
っ
た
。
夫お

っ
とに
か
け
ら
れ
た
嫌け

ん

疑ぎ

は
バ
タ
ー

ン
半は

ん

島と
う

で
降こ

う

伏ふ
く

し
た
米べ

い

軍ぐ
ん

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍ぐ

ん

約や
く

７
万ま

ん

６
千せ

ん

人に
ん

も

の
捕ほ

虜り
ょ

に
行

お
こ
な
っ
た
「
バ
タ
ー
ン
死し

の
行こ

う

進し
ん

」
の
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

　
こ
れ
は
こ
れ
だ
け
の
捕ほ

虜り
ょ

を
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
移い

動ど
う

さ
せ
る
に
際さ

い

し
て
、
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う・
水み

ず

や
ト
ラ
ッ
ク
が
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

に
不ふ

足そ
く

し
て
お
り
、

炎え
ん

熱ね
つ

下か

を
長

ち
ょ
う

時じ

間か
ん

歩あ
る

か
せ
た
た
め
、
か
つ
マ
ラ
リ
ア
の
蔓ま

ん

延え
ん

も

あ
っ
て
、
多お

お

く
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が
出で

た
事じ

件け
ん

で
あ
る
。
途と

中ち
ゅ
う、
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

や
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

も
あ
っ
た
と
し
て
、米べ

い

軍ぐ
ん

は
「
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

を
忘わ

す

れ
る
な
」

の
次つ

ぎ

に
「
バ
タ
ー
ン
死し

の
行こ

う

進し
ん

を
忘わ

す

れ
る
な
」
と
戦せ

ん

争そ
う

宣せ
ん

伝で
ん

に

使つ
か
っ
て
い
た
。

　

す
で
に
予よ

備び

役え
き

に
入は

い
っ
て
い
た
本ほ

ん

間ま

は
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

す
ぐ
に
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

か
ら
出

し
ゅ
っ

頭と
う

命め
い

令れ
い

を
受う

け
た
。「
バ
タ
ー
ン
死し

の
行こ

う

進し
ん

」
と

い
う
言こ

と

葉ば

も
そ
の
時と

き

、
初は

じ

め
て
聞き

い
た
。
そ
し
て
そ
の
「
裁さ

い

判ば
ん

」
の
た
め
に
マ
ニ
ラ
に
運は

こ

ば
れ
た
。
弁べ

ん

護ご

団だ
ん

の
コ
ー
ダ
ー
大た

い

尉い

ら
は
、
本ほ

ん

間ま

の
人ひ

と

柄が
ら

に
つ
い
て
妻つ

ま

に
法ほ

う

廷て
い

で
証

し
ょ
う

言げ
ん

さ
せ
、
米べ

い

泣な

き
虫む

し

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

・
本ほ

ん

間ま

雅ま
さ

晴は
る

と

                           

健け
な

気げ

な
る
妻つ

ま

2018年
ねん

6月
がつ

24日
か

版
ばん

国こ
く

世せ

論ろ
ん

の
緩か

ん

和わ

を
狙ね

ら
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
コ
ー
ダ
ー
大た

い

尉い

は
富ふ

士じ

子こ

に
本ほ

ん

間ま

か
ら
の
手て

紙が
み

を
見み

せ
た
。

そ
こ
に
は
懐な

つ

か
し
い
筆ひ

っ

跡せ
き

で
、「
私わ

た
し
は
今い

ま

更さ
ら

未み

練れ
ん

が
出で

る
し
、

御お
ん

身み

も
私わ

た
しの
死し

刑け
い

宣せ
ん

告こ
く

の
場ば

面め
ん

に
列れ

っ

席せ
き

し
た
く
も
な
か
ろ
う
」

と
来ら

い

訪ほ
う

を
と
め
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
手て

紙が
み

を
読よ

み
終お

え
る

と
、
富ふ

士じ

子こ

は
き
っ
ぱ
り
と
答こ

た

え
た
。

　

わ
た
く
し
、
マ
ニ
ラ
に
ま
い
り
ま
す
。
夫お

っ
と
の
た
め
に
な

る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
い
た
し
ま
す
。［
１
，　

５
２
４
４
］

　

本ほ
ん

間ま

は
二に

度ど

も
英え

い

国こ
く

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

を
経け

い

験け
ん

し
た
陸り

く

軍ぐ
ん

き
っ
て
の
国こ

く

際さ
い

派は

だ
っ
た
。
身し

ん

長ち
ょ
う１
メ
ー
ト
ル
７
６
セ
ン
チ
の
長

ち
ょ
う

身し
ん

で
、
体た

い

格か
く

も
良よ

い
本ほ

ん

間ま

は
イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

に
交ま

じ
っ
て
も
ひ
け
を
と
ら
な

い
、
と
富ふ

士じ

子こ

は
ひ
そ
か
に
誇ほ

こ

り
に
思お

も
っ
て
い
た
。

　

本ほ
ん

間ま

は
イ
ギ
リ
ス
の
軍ぐ

ん

人じ
ん

た
ち
と
親し

ん

交こ
う

を
結む

す

び
、
陸り

く

軍ぐ
ん

情
じ
ょ
う

報ほ
う

部ぶ

の
ダ
ウ
ネ
イ
極

き
ょ
く

東と
う

課か

長ち
ょ
うは
「
識し

き

見け
ん

、
判は

ん

断だ
ん

、
語ご

学が
く

力り
ょ
くな

ど
、
カ
ー
ネ
ル
（
大た

い

佐さ

）
ホ
ン
マ
は
諸し

ょ

国こ
く

の
武ぶ

官か
ん

の
中な

か

で
抜ば

つ

群ぐ
ん

だ
」
と
言い

っ
て
い
た
。

　

富ふ

士じ

子こ

の
方ほ

う

も
そ
ん
な
本ほ

ん

間ま

の
妻つ

ま

と
し
て
、
三さ

ん

十じ
ゅ
っ

歳さ
い

前ま
え

に

も
関か

か

わ
ら
ず
、「
日に

本ほ
ん

陸り
く

軍ぐ
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
夫お

っ
とに
ふ
さ
わ
し
い
妻つ

ま

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
、英え

い

語ご

力り
ょ
くの
不ふ

足そ
く

な
ど
意い

に
介か

い

さ
ず
、

気き

さ
く
に
イ
ギ
リ
ス
婦ふ

人じ
ん

た
ち
の
間あ

い
だに
入は

い
っ
て
い
き
、「
ミ
セ
ス・

ホ
ン
マ
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
信し

ん

頼ら
い

で
き
る
、
心こ

こ
ろの
温あ

た
た
か
い
人ひ

と

」
と
評

ひ
ょ
う

価か

さ

れ
て
い
た
。

　
と
言い

っ
て
、
本ほ

ん

間ま

は
イ
ギ
リ
ス
べっ
た
り
の
人に

ん

間げ
ん

で
は
な
か
っ

た
。
イ
ン
ド
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

も
３
年ね

ん

間か
ん

経け
い

験け
ん

し
、
多お

お

く
の
独ど

く

立り
つ

の
志し

士し

と
も
語か

た

り
合あ

っ
た
。
そ
の
中な

か

に
は
後の

ち

の
ネ
ー
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うも
い
た
。

香ほ
ん

港こ
ん

、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
イ
ギ
リ
ス
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
関か

ん

し
て
も
、「
い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
こ
と
が
許ゆ

る

さ
れ
る
は
ず

は
な
い
。
こ
れ
ら
の
国く

に

は
近ち

か

い
将

し
ょ
う

来ら
い

、
必か

な
ら
ず
独ど

く

立り
つ

し
て
自じ

国こ
く

の

旗は
た

を
立た

て
る
よ
う
に
な
る
」
と
語か

た
っ
て
い
た
。

　

本ほ
ん

間ま

の
英え

い

国こ
く

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

時じ

代だ
い

の
部ぶ

下か

は
「
本ほ

ん

間ま

さ
ん
は
軍ぐ

ん

人じ
ん

と
し
て
立り

っ

派ぱ

な
能の

う

力り
ょ
くを
発は

っ

揮き

し
た
人ひ

と

だ
が
、
何な

に

か
他ほ

か

の
職

し
ょ
く

業
ぎ
ょ
う

…
…
教

き
ょ
う

育い
く

家か

か
学が

く

者し
ゃ

に
で
も
な
っ
た
方ほ

う

が
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思お

も

い
ま
す
。
あ
の
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

な
、
思お

も

い
や
り
の
深ふ

か

い
人ひ

と

が
、

軍ぐ
ん

閥ば
つ

時じ

代だ
い

に
軍ぐ

ん

人じ
ん

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
痛い

た

ま
し
い
」
と
語か

た

っ
て

い
る
。

　

大た
い

変へ
ん

に
涙な

み
だ
も
ろ
い
性せ

い

格か
く

で
、
あ
わ
れ
な
子こ

供ど
も

を
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

に

し
た
映え

い

画が

な
ど
を
見み

る
と
、
ハ
ン
カ
チ
に
顔か

お

を
あ
て
て
、
と
め

ど
も
な
く
涙な

み
だ
を
流な

が

し
た
。
戦せ

ん

場じ
ょ
うで
も
有ゆ

う

能の
う

な
指し

揮き

官か
ん

ぶ
り
を

発は
っ

揮き

し
た
が
、
慰い

霊れ
い

祭さ
い

で
弔

ち
ょ
う

辞じ

を
読よ

む
際さ

い

に
は
、
い
つ
も
涙な

み
だで

声こ
え

を
つ
ま
ら
せ
立た

ち

往お
う

生じ
ょ
うし
た
。

　

ま
た
部ぶ

下か

思お
も

い
で
、
演え

ん

習し
ゅ
うで
疲つ

か

れ
切き

っ
た
新し

ん

兵ぺ
い

た
ち
の
間

あ
い
だ

に
入は

い

っ
て
は
、
ね
ぎ
ら
い
や
励は

げ

ま
し
の
言こ

と

葉ば

を
か
け
、
若わ

か

い
将

し
ょ
う

校こ
う

た
ち
が
家い

え

に
訪た

ず

ね
て
く
る
と
、
ど
ん
な
時じ

間か
ん

で
も
一い

っ

家か

を
あ

げ
て
歓か

ん

迎げ
い

し
た
。
本ほ

ん

間ま

は
酒さ

け

を
飲の

ま
な
い
が
、
勧す

す

め
上

じ
ょ
う

手ず

で
、

青せ
い

年ね
ん

将し
ょ
う

校こ
う

た
ち
は
大お

お

い
に
飲の

み
食く

い
し
、
歌う

た

い
踊お

ど
っ
た
。

　

そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、
本ほ

ん

間ま

は
親お

や

分ぶ
ん

・
子こ

分ぶ
ん

的て
き

な
関か

ん

係け
い

は
一い

っ

切さ
い

、
作つ

く

ら
な
か
っ
た
。
陸り

く

軍ぐ
ん

内な
い

の
皇こ

う

道ど
う

派は

、
統と

う

制せ
い

派は

の
ど
ち
ら
に
も
属ぞ

く

さ
な
か
っ
た
。「
軍ぐ

ん

人じ
ん

勅ち
ょ
く

諭ゆ

」
に
詠う

た

わ
れ
た
「
政せ

い

治じ

に
拘

か
か
わ
ら

すず

只た
だ

々た
だ

一い
ち

途ず

に
己お

の

が
本ほ

ん

分ぶ
ん

の
忠

ち
ゅ
う

節せ
つ

を
守ま

も

り
」
を
文も

字じ

通ど
お

り
に
生い

き
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
っ
た
。
二に

二に

六ろ
く

事じ

件け
ん

に
際さ

い

し
て
も
、
第だ

い

一い
っ

報ぽ
う

が

入は
い
っ
た
時と

き

か
ら
反は

ん

乱ら
ん

軍ぐ
ん

に
対た

い

し
「
討と

う

伐ば
つ

す
べ
し
」
と
い
う
厳げ

ん

然ぜ
ん

た
る
態た

い

度ど

を
と
っ
た
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

１
３
（
１
９
３
８
）
年ね

ん

７
月が

つ

、
中

ち
ゅ
う

将じ
ょ
うに
昇

し
ょ
う

進し
ん

し
た
本ほ

ん

間ま

は
、
第だ

い

２
７
師し

団だ
ん

長ち
ょ
うに
任に

ん

ぜ
ら
れ
、
支し

那な

事じ

変へ
ん

を
戦た

た
か
う
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
前ま

え

に
ド
イ
ツ
を
仲

ち
ゅ
う

介か
い

と
し
た
和わ

平へ
い

工こ
う

作さ
く

、

ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
工こ

う

作さ
く

に
失し

っ

敗ぱ
い

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
本ほ

ん

間ま

は

蒋し
ょ
う

介か
い

石せ
き

を
追お

い
詰つ

め
ず
、
今い

ま

こ
そ
和わ

平へ
い

工こ
う

作さ
く

を
進す

す

め
る
べ
き

だ
と
説と

い
た
が
、
賛さ

ん

同ど
う

者し
ゃ

は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

奥お
く

地ち

に
逃に

げ
る
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

を
追お

う
と
い
う
任に

ん

務む

を
与あ

た

え

ら
れ
る
と
、
そ
れ
が
い
か
に
自じ

己こ

の
信し

ん

念ね
ん

に
反は

ん

し
て
い
よ
う
と
、

全ぜ
ん

力り
ょ
くを
あ
げ
て
そ
の
任に

ん

務む

を
完か

ん

遂す
い

す
る
の
が
、
本ほ

ん

間ま

の
軍ぐ

ん

人じ
ん

と
し
て
の
生い

き
様ざ

ま

だ
っ
た
。
そ
し
て
、立り

っ

派ぱ

な
軍ぐ

ん

功こ
う

を
あ
げ
た
。

そ
れ
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
和わ

平へ
い

を
さ
ら
に
遠と

お

ざ
け
た
の
で
あ
る
。

１
．「
わ
た
く
し
、

          

マ
ニ
ラ
に
ま
い
り
ま
す
」

　

本ほ
ん

間ま

の
こ
う
い
う
性せ

い

格か
く

を
、
米べ

い

軍ぐ
ん

の
６
人に

ん

の
弁べ

ん

護ご

団だ
ん

は
す

ぐ
に
見み

抜ぬ

い
た
。
弁べ

ん

護ご

団だ
ん

長ち
ょ
うの
ス
キ
ー
ン
少

し
ょ
う

佐さ

は
、「
本ほ

ん

間ま

将
し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
極ご

く

悪あ
く

非ひ

道ど
う

な
モ
ン
ス
タ
ー
だ
と
聞き

か
さ
れ
、
そ
う
信し

ん

じ
て

い
た
が
、
今い

ま

で
は
彼か

れ

の
人じ

ん

格か
く

を
心こ

こ
ろか
ら
尊そ

ん

敬け
い

し
て
い
ま
す
。
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

に
罪つ

み

は
な
い
。
彼か

れ

の
潔け

っ

白ぱ
く

を
証

し
ょ
う

明め
い

す
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は

で
き
る
だ
け
の
努ど

力り
ょ
くを
し
ま
す
」
と
言い

っ
て
、
朝あ

さ

か
ら
晩ば

ん

ま
で

資し

料り
ょ
う

集あ
つ

め
や
現げ

ん

地ち

調ち
ょ
う

査さ

を
し
た
。

　

富ふ

士じ

子こ

が
証

し
ょ
う

言げ
ん

台だ
い

に
立た

っ
た
の
は
、
弁べ

ん

護ご

側が
わ

証し
ょ
う

人に
ん

出し
ゅ
っ

廷て
い

の

最さ
い

終し
ゅ
う

日び

、
２
月が

つ

７
日か

だ
っ
た
。
夏な

つ

帯お
び

姿す
が
たの
富ふ

士じ

子こ

は
一い

っ

歩ぽ

一い
っ

歩ぽ

踏ふ

み
し
め
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
し
た
足あ

し

ど
り
で
証

し
ょ
う

人に
ん

台だ
い

へ

進す
す

ん
だ
。
質し

つ

問も
ん

は
、
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

勃ぼ
っ

発ぱ
つ

に
対た

い

す
る
本ほ

ん

間ま

の
批ひ

判は
ん

、
東と

う

条じ
ょ
う

英ひ
で

機き

と
の
確か

く

執し
つ

、
三さ

ん

度ど

試こ
こ
ろみ
て
失し

っ

敗ぱ
い

し
た
支し

那な

事じ

変へ
ん

終し
ゅ
う

結け
つ

工こ
う

作さ
く

、
米べ

い

英え
い

両り
ょ
う

国こ
く

に
対た

い

す
る
本ほ

ん

間ま

の
見け

ん

解か
い

と
続つ

づ

い

た
。
は
じ
め
は
震ふ

る

え
て
い
た
富ふ

士じ

子こ

の
声こ

え

も
、
や
が
て
一い

ち

語ご

一い
ち

語ご

力ち
か
らが
こ
も
っ
た
。

　

富ふ

士じ

子こ

は
被ひ

告こ
く

席せ
き

の
夫お

っ
と
も
、
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

も
、
弁べ

ん

護ご

団だ
ん

に
も
目め

を
向む

け
ず
、
高た

か

い
窓ま

ど

を
見み

上あ

げ
な
が
ら
証

し
ょ
う

言げ
ん

を
続つ

づ

け
た
。
そ

こ
に
は
南な

ん

国ご
く

の
青あ

お

く
澄す

み
き
っ
た
空そ

ら

が
見み

え
た
。
後の

ち

に
富ふ

士じ

子こ

は
、こ
の
時と

き

の
こ
と
を
思お

も

い
出だ

し
て
、「
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

や
検け

ん

事じ

に
わ
か
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
よ
り
、
神か

み

に
向む

か
っ
て
、
本ほ

ん

間ま

が
ど
ん
な

人に
ん

間げ
ん

か
を
語か

た

ろ
う
と
し
て
い
た
よ
う
な
気き

が
し
ま
す
」
と
述の

べ

て
い
る
。［
１
，　
５
６
１
７
］

　

最さ
い

後ご

に
、「
あ
な
た
の
目め

に
う
つ
る
本ほ

ん

間ま

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
うは
ど
の
よ
う

な
男だ

ん

性せ
い

か
、
そ
れ
を
述の

べ
て
下く

だ

さ
い
」
と
聞き

か
れ
た
。

　
私わ

た
しは
東と

う

京き
ょ
うか
ら
こ
の
マ
ニ
ラ
へ
、
夫お

っ
との
た
め
に
ま
い
り
ま
し

た
。
夫お

っ
とは
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

容よ
う

疑ぎ

で
被ひ

告こ
く

席せ
き

に
つ
い
て
お
り
ま
す
が
、

わ
た
く
し
は
今い

ま

も
な
お
本ほ

ん

間ま

雅ま
さ

晴は
る

の
妻つ

ま

で
あ
る
こ
と
を
誇ほ

こ

り
に

思お
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　

毅き

然ぜ
ん

と
言い

い
放は

な
っ
た
富ふ

士じ

子こ

の
言こ

と

葉ば

が
英え

い

語ご

に
翻ほ

ん

訳や
く

さ
れ
て

伝つ
た

え
ら
れ
る
と
、
法ほ

う

廷て
い

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
す
す
り
泣な

き
の
声こ

え

が

起お

こ
っ
た
。検け

ん

事じ

の
中な

か

に
も
、ハ
ン
カ
チ
で
目め

を
拭ぬ

ぐ

う
人ひ

と

が
い
た
。

　
わ
た
く
し
に
娘む

す
めが
一ひ

と

人り

ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
か
は
娘む

す
めが
、
わ

た
く
し
の
夫お

っ
との
よ
う
な
男だ

ん

性せ
い

と
め
ぐ
り
あ
い
、
結け

っ

婚こ
ん

す
る
こ
と

を
心こ

こ
ろ
か
ら
望の

ぞ

ん
で
お
り
ま
す
。
本ほ

ん

間ま

雅ま
さ

晴は
る

と
は
そ
の
よ
う
な

人ひ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

富ふ

士じ

子こ

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

の
初は

じ

め
か
ら
ハ
ン
カ
チ
に
顔か

お

を
埋う

め
て
い
た

本ほ
ん

間ま

は
、
こ
の
頃こ

ろ

に
は
肩か

た

を
震ふ

る

わ
せ
て
嗚お

咽え
つ

し
て
い
た
。

　

翌よ
く

日じ
つ

の
地じ

元も
と

の
新し

ん

聞ぶ
ん

は
い
っ
せ
い
に
、
富ふ

士じ

子こ

へ
の
好こ

う

意い

に

満み

ち
た
記き

事じ

を
大お

お

き
く
掲け

い

載さ
い

し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
反は

ん

日に
ち

感か
ん

情じ
ょ
うが
き
わ
め
て
強つ

よ

い
時じ

代だ
い

に
、
異い

例れ
い

の
扱あ

つ
かい
だ
っ
た
。
紙し

面め
ん

に

並な
ら

べ
ら
れ
た
二に

葉よ
う

の
写し

ゃ

真し
ん

、
胸む

ね

を
張は

っ
て
証

し
ょ
う

言げ
ん

台だ
い

に
立た

つ
富ふ

士じ

子こ

と
、
ハ
ン
カ
チ
に
顔か

お

を
埋う

め
て
泣な

く
本ほ

ん

間ま

の
写し

ゃ

真し
ん

は
、
泣な

き
虫む

し

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

と
健け

な

気げ

な
る
妻つ

ま

と
い
う
夫ふ

う

婦ふ

の
性せ

い

格か
く

を
端た

ん

的て
き

に
物も

の

語が
た
っ
て
い
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
カ
ー
ネ
ル
（
大た

い

佐さ

）
ホ
ン
マ
は

          

諸し
ょ

国こ
く

の
武ぶ

官か
ん

の
中な

か

で
抜ば

つ

群ぐ
ん

だ
」

（３） ２０１８年第５０３５号 	 ７月	 ７日	（土曜日）

３
．「
教き

ょ
う

育い
く

家か

か
学が

く

者し
ゃ

に
で
も

         

な
っ
た
方ほ

う

が
よ
か
っ
た
」

４
．「
神か

み

に
向む

か
っ
て
語か

た

ろ
う
と    

          

し
て
い
た
よ
う
な

          

気き

が
し
ま
す
」

本ほ
ん

間ま

雅ま
さ

晴は
る(w

ikipedia com
m

ons)

マ
ニ
ラ
で
の
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

裁さ
い

判ば
ん

の
被ひ

告こ
く

と
さ
れ
た
夫お

っ
と

を
救す

く

う
べ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妻つ
ま

は
フィ
リ
ピ
ン
に
飛と

び
、
法ほ

う

廷て
い

に
立た

っ
た
。

　

２
月が

つ

９
日か

、
弁べ

ん

護ご

団だ
ん

の
論ろ

ん

述じ
ゅ
つが
始は

じ

め
ら
れ
た
。
オ
ッ
ト
ー

大た
い

尉い

は
、
あ
る
検け

ん

察さ
つ

側が
わ

証し
ょ
う

人に
ん

の
「
幅は

ば

５
０
フ
ィ
ー
ト
、
長な

が

さ

７
５
フ
ィ
ー
ト
の
倉そ

う

庫こ

に
６
千せ

ん

人に
ん

が
閉と

じ
込こ

め
ら
れ
た
」
と
い

う
証

し
ょ
う

言げ
ん

に
対た

い

し
て
、
人に

ん

間げ
ん

が
一ひ

と

人り

で
立た

つ
に
は
１
平へ

い

方ほ
う

フ
ィ
ー

ト
を
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
か
ら
、
３
，
７
５
０
平へ

い

方ほ
う

フ
ィ
ー
ト
に

６
千せ

ん

人に
ん

が
閉と

じ
込こ

め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
あ
り
得え

な
い
こ
と

は
、
簡か

ん

単た
ん

な
算さ

ん

術じ
ゅ
つで
分わ

か
る
、
な
ど
と
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
証

し
ょ
う

言げ
ん

の
虚き

ょ

偽ぎ

を
暴あ

ば

い
た
。

　
コ
ー
ダ
ー
大た

い

尉い

は
「
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

諸し
ょ

官か
ん

も
、
も
し
被ひ

告こ
く

と
同お

な

じ

境き
ょ
う

遇ぐ
う

に
あ
っ
た
な
ら
、
被ひ

告こ
く

と
全ま

っ
た
く
同お

な

じ
こ
と
を
や
っ
た
で
あ

ろ
う
」
と
指し

摘て
き

し
た
。
最さ

い

後ご

に
立た

っ
た
ス
キ
ー
ン
少

し
ょ
う

佐さ

は
３
０

分ぶ
ん

の
弁べ

ん

論ろ
ん

で
「
弁べ

ん

護ご

団だ
ん

は
全ぜ

ん

員い
ん

深ふ
か

く
被ひ

告こ
く

を
信し

ん

ず
る
。
で
き

れ
ば
み
な
証

し
ょ
う

人に
ん

台だ
い

に
立た

っ
て
訊じ

ん

問も
ん

を
受う

け
た
い
く
ら
い
で
あ

る
」
と
、
無む

罪ざ
い

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
ミ
ー
キ
検け

ん

事じ

長ち
ょ
うは
長

ち
ょ
う

時じ

間か
ん

を
か
け
て
捕ほ

虜り
ょ

に
対た

い

す

る
残ざ

ん

虐ぎ
ゃ
く

行こ
う

為い

を
述の

べ
、
被ひ

告こ
く

は
す
べ
て
を
知し

っ
て
や
ら
せ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
と
ご
と
く
被ひ

告こ
く

の
責せ

き

任に
ん

で
あ
る
、「
ゆ
え
に
死し

刑け
い

を
求

き
ゅ
う

刑け
い

す
る
」
と
結む

す

ん
だ
。

　

５
人に

ん

の
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

、
検け

ん

事じ

、
弁べ

ん

護ご

士し

ま
で
、
す
べ
て
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
部ぶ

下か

で
あ
っ
た
。「
裁さ

い

判ば
ん

長ち
ょ
うド
ノ
バ
ン
少

し
ょ
う

将し
ょ
うの
憎ぞ

う

悪お

に

充み

ち
た
顔か

お

、
こ
れ
で
公こ

う

正せ
い

な
裁さ

い

判ば
ん

の
不ふ

可か

能の
う

が
分わ

か
る
」
と

本ほ
ん

間ま

は
日に

っ

記き

に
書か

い
て
い
る
。
そ
れ
で
も
弁べ

ん

護ご

団だ
ん

が
、
こ
こ
ま

で
本ほ

ん

間ま

を
信し

ん

じ
た
の
は
、
そ
の
人じ

ん

格か
く

力り
ょ
くの
ゆ
え
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
検け

ん

事じ

や
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

に
は
、
な
ん
と
し
て
も
本ほ

ん

間ま

を
有ゆ

う

罪ざ
い

に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事じ

情じ
ょ
うが
あ
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
バ
タ
ー
ン
半は

ん

島と
う

の
要よ

う

塞さ
い

に
籠こ

も

っ
て
い
た
が
、

本ほ
ん

間ま

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
う

率ひ
き

い
る
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
攻こ

う

撃げ
き

に
、
捕と

ら

え
ら
れ
る
恐お

そ

れ
が

あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦せ

ん

線せ
ん

は
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

で
の
米べ

い

陸り
く

軍ぐ
ん

と
日に

本ほ
ん

陸り
く

軍ぐ
ん

と
の
最さ

い

初し
ょ

の
戦せ

ん

闘と
う

で
あ
っ
た
。
そ
の
劈へ

き

頭と
う

の
戦た

た
かい
で
米べ

い

軍ぐ
ん

司し

令れ
い

官か
ん

が
捕と

ら

え
ら
れ
で
も
し
た
ら
、
米べ

い

国こ
く

の
威い

信し
ん

は
地ち

に

落お

ち
、
米べ

い

国こ
く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い
へ
の
士し

気き

に
影え

い

響き
ょ
うす
る
と
、
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
恐お

そ

れ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
バ
タ
ー
ン
か
ら
の
脱だ

っ

出
し
ゅ
つ

を
命め

い

じ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
魚ぎ

ょ

雷ら
い

艇て
い

で
脱だ

っ

出し
ゅ
つし
た
。
有あ

り
体て

い

に
言い

え

ば
、部ぶ

下か

を
置お

き
去ざ

り
に
し
た
敵て

き

前ぜ
ん

逃と
う

亡ぼ
う

で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
自じ

身し
ん

の
名め

い

声せ
い

を
保た

も

つ
た
め
に
、
＂
Ｉ　
ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ　

ｒ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
＂
（
私わ

た
しは

戻も
ど

っ
て
く
る
）
と
の
芝し

ば

居い

が
か
っ
た

セ
リ
フ
を
残の

こ

し
た
が
、
そ
の
心し

ん

中ち
ゅ
うで
は
な
ん
と
し
て
も
こ
の
恥ち

辱じ
ょ
くは
注そ

そ

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
決け

っ

心し
ん

し
て
い
た
よ
う
だ
。

本ほ
ん

間ま

を
被ひ

告こ
く

と
す
る
こ
の
裁さ

い

判ば
ん

は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
復ふ

く

讐
し
ゅ
う

心し
ん

を
満み

た
す
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

　

９
日か

の
夜よ

る

、
富ふ

士じ

子こ

は
本ほ

ん

間ま

と
の
最さ

い

後ご

の
面め

ん

談だ
ん

を
許ゆ

る

さ
れ

た
。
ウ
イ
リ
ア
ム
憲け

ん

兵ぺ
い

大た
い

尉い

は
「
時じ

間か
ん

は
３
０
分ぷ

ん

」
と
ぶ
っ

き
ら
棒ぼ

う

に
言い

い
残の

こ

し
、
部へ

屋や

か
ら
出で

て
行い

っ
た
。
二ふ

た

人り

は
共と

も

に

楽た
の

し
く
過す

ご
し
た
ロ
ン
ド
ン
時じ

代だ
い

を
語か

た

り
合あ

っ
た
。
３
０
分ぷ

ん

は

と
う
に
過す

ぎ
、
や
が
て
た
っ
ぷ
り
２
時じ

間か
ん

が
た
っ
た
頃こ

ろ

、
大た

い

尉い

が
歌う

た

を
歌う

た

い
な
が
ら
戻も

ど
っ
て
き
た
。「
つ
い
、
飲の

み
す
ぎ
て
」
と

戸と

口ぐ
ち

の
憲け

ん

兵ぺ
い

に
声こ

え

を
か
け
た
。

８
．「
榮さ

か
え
ゆ
く
御み

国く
に

の
末す

え

を
疑う

た
が
は
ず
」

と
て
も
言い

え
な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに

胸む
ね

が
痛い

た

む
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
角つ

の

田だ

房ふ
さ

子こ

『
い
っ

さ
い
夢ゆ

め

に
ご
ざ
候

そ
う
ろ
う―
本ほ

ん

間ま

雅ま
さ

晴は
る

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
う

伝で
ん

』、
中

ち
ゅ
う

公こ
う

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
２
７
、

（
２
）
今こ

ん

日ひ

出で

海み

『
悲ひ

劇げ
き

の
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

─
山や

ま

下し
た

奉と
も

文ゆ
き

・

本ほ
ん

間ま

雅ま
さ

晴は
る

』、
中

ち
ゅ
う

公こ
う

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｓ
６
３

５
．「
わ
た
く
し
は
今い

ま

も
な
お

         

本ほ
ん

間ま

雅ま
さ

晴は
る

の
妻つ

ま

で
あ
る
こ
と
を

         

誇ほ
こ

り
に
思お

も

っ
て
お
り
ま
す
」

７
．
最さ

い

後ご

の
面め

ん

談だ
ん

６
．
＂
Ｉ 

ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

ｒ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
＂

        （
私わ

た
し

は
戻も

ど

っ
て
く
る
）

　

富ふ

士じ

子こ

を
婦ふ

人じ
ん

宿し
ゅ
く

舎し
ゃ

に
送お

く

り
届と

ど

け
た
後あ

と

、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は

さ
ら
に
酒さ

け

を
煽あ

お

り
、
泣な

き
声ご

え

で
わ
め
い
た
。

　
こ
ん
な
つ
ら
い
夜よ

る

が
ま
た
と
あ
ろ
う
か
。
あ
ん
な
に
愛あ

い

し

合あ

っ
て
い
る
立り

っ

派ぱ

な
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

夫ふ

妻さ
い

が
、
も
う
今こ

ん

夜や

を
最さ

い

後ご

に
二に

度ど

と
会あ

え
な
い
ん
だ
。
そ
れ
だ
の
に
、
た
っ
た
３
０
分ぷ

ん

・
・
・
。

お
れ
に
は
我が

慢ま
ん

で
き
ん
。
処し

ょ

罰ば
つ

で
も
な
ん
で
も
、
喜よ

ろ
こ
ん
で
受う

け
る
ぞ
。
お
れ
は
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

夫ふ

妻さ
い

に
二に

時じ

間か
ん

を
差さ

し
上あ

げ
た
こ
と

で
満ま

ん

足ぞ
く

だ
。

　

２
月が

つ

１
１
日に

ち

、
銃

じ
ゅ
う

殺さ
つ

刑け
い

の
判は

ん

決け
つ

が
下く

だ

っ
た
。
判は

ん

決け
つ

の
承

し
ょ
う

認に
ん

を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
求も

と

め
る
た
め
に
、
裁さ

い

判ば
ん

の
膨ぼ

う

大だ
い

な
記き

録ろ
く

が
、

３
月が

つ

初は
じ

め
に
東と

う

京き
ょ
うに
送お

く

ら
れ
た
。

　
３
月が

つ

１
１
日に

ち

、
富ふ

士じ

子こ

は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
会か

い

見け
ん

を
許ゆ

る

さ

れ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
生せ

い

活か
つ

に
不ふ

自じ

由ゆ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

何な
ん

で
も
援え

ん

助じ
ょ

し
た
い
」
と
申も

う

し
出で

た
が
、
富ふ

士じ

子こ

は
丁て

い

重ち
ょ
うに

礼れ
い

を
述の

べ
て
辞じ

退た
い

し
た
。
翌よ

く

日じ
つ

の
新し

ん

聞ぶ
ん

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
富ふ

士じ

子こ

の
談だ

ん

話わ

を
載の

せ
て
い
る
。

　

私わ
た
し
は
、
マ
ニ
ラ
の
本ほ

ん

間ま

裁さ
い

判ば
ん

の
記き

録ろ
く

は
日に

本ほ
ん

歴れ
き

史し

に
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
も
の
と
思お

も

い
、
本ほ

ん

間ま

家け

に
保ほ

存ぞ
ん

の
た
め
記き

録ろ
く

を
一い

ち

部ぶ

い
た
だ

く
た
め
に
マ
元げ

ん

帥す
い

を
訪ほ

う

問も
ん

、
元げ

ん

帥す
い

は
そ
れ
を
承

し
ょ
う

諾だ
く

し
て
下く

だ

さ
い

ま
し
た
。

　

私わ
た
し
は
夫お

っ
との
特と

く

赦し
ゃ

は
願ね

が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
夫お

っ
との
意い

思し

に
添そ

う
こ
と
で
な
く
、
特と

く

赦し
ゃ

を
願ね

が

え
ば
夫お

っ
と
は
怒お

こ

る
で
し
ょ

う
。
夫お

っ
とは
マ
ニ
ラ
で
「
自じ

分ぶ
ん

は
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

を
犯お

か

す
命め

い

令れ
い

は
下く

だ

さ
な
か
っ
た
が
、
部ぶ

下か

の
行こ

う

為い

に
つ
い
て
は
喜よ

ろ
こん
で
責せ

き

任に
ん

を
持も

つ
。
戦せ

ん

場じ
ょ
うで
死し

ん
だ
幾い

く

千せ
ん

の
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

将し
ょ
う

兵へ
い

の
仲な

か

間ま

入い

り
を
し

た
い
」
と
語か

た
っ
て
い
ま
し
た
。［
１
，　
ｐ
５
８
５
４
］

「
榮さ

か
え
ゆ
く
御み

国く
に

の
末す

え

を
疑う

た
が
わ
ず
」
の
信し

ん

念ね
ん

は
、
弁べ

ん

護ご

し
て
く
れ

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

証し
ょ
う

人に
ん

た
ち
に
送お

く

っ
た
感か

ん

謝し
ゃ

の
手て

紙が
み

に
も
表あ

ら
わ
れ
て
い

る
。

　
又ま

た

若わ
か

き
国こ

く

民み
ん

と
し
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
や
が
て
起た

ち
直な

お

る
と
確か

く

信し
ん

す
る
の
み
な
ら
ず
、
此こ

の

屈く
つ

辱じ
ょ
くを
通と

お

し
て
よ
り
よ
き
日に

本ほ
ん

が
出で

来き

る
こ
と
を
疑う

た
がい
ま
せ
ん
。
四し

、
五ご

年ね
ん

の
混こ

ん

迷め
い

時じ

代だ
い

を
濾ろ

過か

し
た
暁

あ
か
つ
きに
直た

だ

ち
に
新あ

た
らし
い
日に

本ほ
ん

が
生う

ま

れ
る
と
信し

ん

じ
ま
す
。

　
ど
う
か
永え

い

遠え
ん

の
生せ

い

命め
い

を
持も

つ
日に

本ほ
ん

の
た
め
に
一い

っ

刻こ
く

も
早は

や

く
苦く

難な
ん

を
切き

り
抜ぬ

け
る
様よ

う

御ご

尽じ
ん

瘁す
い

下く
だ

さ
い
。
そ
れ
で
は
左さ

様よ
う

な
ら
。

御ご

機き

嫌げ
ん

よ
う
。
大だ

い

日に
っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

万ば
ん

歳ざ
い

。

　

確た
し

か
に
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
は
新あ

た
ら
し
い
日に

本ほ
ん

が
生う

ま
れ
た
。
し
か
し
、

本ほ
ん

間ま

と
富ふ

士じ

子こ

が
示し

め

し
た
気き

骨こ
つ

を
我わ

れ

々わ
れ

は
受う

け
継つ

い
で
い
る

か
と
自じ

問も
ん

す
れ
ば
、
ま
だ
「
混こ

ん

迷め
い

時じ

代だ
い

を
濾ろ

過か

し
た
」
と
は
、

　

銃
じ
ゅ
う

殺さ
つ

刑け
い

の
執し

っ

行こ
う

は
４
月が

つ

２
日か

の
晩ば

ん

だ
っ

た
。
夕ゆ

う

食し
ょ
くに
本ほ

ん

間ま

は
ビ
ー
ル
を
所し

ょ

望も
う

し
、

ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
と
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
食た

べ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲の

ん
だ
あ
と
、
手て

洗あ
ら

い

に
立た

っ
て
「
米べ

い

軍ぐ
ん

の
ビ
ー
ル
と
コ
ー
ヒ
ー
は

す
べ
て
返へ

ん

上じ
ょ
うし
て
き
た
ぞ
」
と
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

ま
で
口く

ち

に
し
た
。

　

刑け
い

場じ
ょ
うで
は
、「
大だ

い

元げ
ん

帥す
い

陛へ
い

下か

万ば
ん

歳ざ
い

、
大だ

い

日に
っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

万ば
ん

歳ざ
い

」
と
三さ

ん

唱し
ょ
うし
た
後あ

と

、
日に

本ほ
ん

の

方ほ
う

角が
く

に
向む

か
っ
て
最さ

い

敬け
い

礼れ
い

し
た
。
米べ

い

兵へ
い

が
黒く

ろ

い
頭ず

巾き
ん

を
か
ぶ
せ
よ
う
と
す
る
と
、「
目め

隠か
く

し
は
よ
し
て
く
れ
」
と
頼た

の

ん
だ
が
、
許ゆ

る

さ
れ

な
か
っ
た
。
本ほ

ん

間ま

の
脈み

ゃ
く
を
と
っ
た
軍ぐ

ん

医い

は
、

最さ
い

後ご

ま
で
７
２
と
平へ

い

常じ
ょ
う

通ど
お

り
で
あ
る
こ
と

に
驚お

ど
ろい
た
。
死し

刑け
い

執し
っ

行こ
う

官か
ん

の
「
用よ

う

意い

！
」
の

声こ
え

に
続つ

づ

い
て
、本ほ

ん

間ま

は
黒く

ろ

い
頭ず

巾き
ん

の
中な

か

か
ら
、

「
さ
あ
、
来こ

い
」
と
気き

迫は
く

の
籠こ

も

っ
た
声こ

え

を
出だ

し
た
。

　

本ほ
ん

間ま

が
富ふ

士じ

子こ

に
送お

く

っ
た
手て

紙が
み

の
中な

か

に

は
、
次つ

ぎ

の
辞じ

世せ
い

の
一い

っ

首し
ゅ

が
含ふ

く

ま
れ
て
い
た
。

　

榮さ
か
え
ゆ
く
御み

国く
に

の
末す

え

を
疑う

た
が
は
ず
心ご

こ
ろ
ゆ
た
か

に
消け

ゆ
る
わ
れ
は
も
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Japão espera obter 1,5% de 
crescimento no ano fiscal de 2019 Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Economia (05/07/2018)

A mais recente previsão 
do governo japonês indica 
que o Produto Interno Bruto 
(PIB) vai crescer cerca de 
1,5% no ano fiscal de 2019. 
Autoridades esperam que a 
atual recuperação continue 
mesmo após o planejado 

aumento do imposto sobre 
consumo para 10%, em ou-
tubro do próximo ano.
Elas esperam que o consu-
mo pessoal cresça, e preve-
em que investimentos em 
instalações e equipamentos 
também vão aumentar de 

maneira sólida. Esperam 
um crescimento por volta de 
1,5% em termos reais, ex-
cluindo flutuações nos pre-
ços, e um crescimento no-
minal de aproximadamente 
2,8%.
Quanto ao atual ano fiscal, 

autoridades planejam baixar 
a estimativa de crescimento 
real para cerca de 1,5%, um 
recuo de 0,3 pontos em re-
lação à previsão de janeiro. 
Isso se deve em parte aos 
investimentos imobiliários 
mais fracos do que o ante-
cipado.

Ministra da Justiça do Japão confirma 
execução de sete ex-membros da seita Aum 
Shinrikyo relacionados com ataque no metrô

Aum Shinrikyo (06/07/2018)

A ministra da Justiça do 
Japão, Yoko Kamikawa, 
disse que considerou cui-
dadosamente várias con-
dições antes de assinar as 
ordens de execução de sete 
condenados à morte em 
conexão com a seita do fim 
do mundo, Aum Shinrikyo.
O fundador do culto, 
Shoko Asahara, cujo nome 
real é Chizuo Matsumoto, 
e seis dos seus discípulos 
foram executados nesta 
sexta-feira de manhã.
Membros da seita espalha-

ram gás sarin no sistema de 
metrô de Tóquio em mar-
ço de 1995, matando 13 
pessoas e deixando mais 
de 6.000 feridas. Também 
cometeram outros crimes 
graves.
Em uma entrevista dada à 
imprensa nesta sexta-feira, 
Kamikawa disse que havia 
assinado as ordens na ter-
ça-feira. Ela se referiu ao 
ataque como um ato sem 
precedentes, extremamen-
te hediondo e altamente 
organizado. Afirmou que 

Estados Unidos dizem 
que vão continuar a 
exigir desnuclearização 
da Coreia do Norte

Coreia do Norte (04/07/2018)

Heather Nauert, porta-voz 
do Departamento de Estado 
americano, deu a entender 
que o país vai continuar a 
exigir a desnuclearização 
completa da Coreia do Nor-
te.
Nauert fez a declaração na 
terça-feira, antes da visita 
de Mike Pompeo, secretá-
rio americano de Estado, 
a Pyongyang ainda nesta 
semana. Ele deve se reunir 
com Kim Jong Un, o líder 
norte-coreano, e outras au-
toridades.
Segundo a porta-voz, Wa-
shington não vai pedir nada 
inesperado para a Coreia do 
Norte. Nauert também afir-
mou que a política america-
na em relação aos norte-co-
reanos não mudou desde o 

encontro de cúpula entre 
Trump e Kim em Cinga-
pura.
Nauert disse que as ne-
gociações entre os Esta-
dos Unidos e a Coreia do 
Norte evoluíram muito 
sob o governo do pre-
sidente americano Do-
nald Trump. A porta-voz 
lembrou que os norte-
coreanos lançaram um 
suposto míssil balístico 
intercontinental há cerca 
de um ano.
Alguns veículos de im-
prensa americanos afir-
mam que Pyongyang 
continua a desenvolver 
seus programas nucle-
ar e de mísseis após o 
encontro de cúpula em 
Cingapura.

tais crimes nunca mais de-
veriam voltar a acontecer.
Kamikawa falou, também, 
que o ataque foi um ato ter-
rorista indiscriminado que 
envolveu uma arma quími-
ca e aterrorizou as pesso-
as, não somente no Japão 
como no exterior.
Acrescentou que a mágoa 
e a dor das vítimas dos cri-
mes cometidos pela seita, 
assim como dos seus fami-
liares, estão além da nossa 
imaginação.
Afirmou que, embora a 

condenação dos réus à 
pena capital deva ser feita 
com extremo cuidado, sua 
execução deve ser imple-
mentada de modo severo e 
justo.
Kamikawa disse que as 
cortes emitem sentenças de 
morte em caso de crimes 
hediondos após profundas 
discussões. Acrescentou 
que ela assinou as ordens 
respeitando as decisões das 
cortes, e que era seu traba-
lho lidar com a questão de 
uma maneira cautelosa, se-
vera e justa.

Imperador do Japão 
está restabelecido e vai 
reassumir agenda oficial

Família Imperial (05/07/2018)

O imperador Akihito, do 
Japão, reassumiu suas fun-
ções oficiais no Palácio 
Imperial, em Tóquio, nesta 
quinta-feira, após um des-
canso de três dias para re-
cuperar-se de tontura e dor 
estomacal.
Desde segunda-feira, o im-
perador havia cancelado ou 
adiado seus compromissos 
oficiais. Ele foi diagnosti-
cado com anemia cerebral, 

condição causada por 
insuficiente fluxo sanguí-
neo ao cérebro.
A Agência da Casa Im-
perial anunciou que o 
monarca está quase in-
teiramente restabelecido. 
Informa que, a partir de 
sexta-feira, não deverá 
haver nenhuma alteração 
na agenda de compro-
missos oficiais do impe-
rador.

A seita Aum Shinrikyo e 
como ela afetou o Japão

Comentário  (06/07/2018)

Hoje, para o Comentário, 
conversamos com o produ-
tor executivo da NHK Sho-
go Takahashi, sobre a seita 
Aum Shinrikyo e como 
os ataques realizados por 
membros daquela seita afe-
taram o Japão. Takahashi 
vem cobrindo notícias re-
lacionadas àquela seita há 
muitos anos.
Ele diz: “Os ataques com 
gás sarin revelaram que a 
polícia não foi capaz de 

agir de forma apropriada 
àquele tipo de ameaça ter-
rorista. Eles não tinham os 
equipamentos nem a pre-
paração necessários, e tam-
pouco haviam percebido o 
tipo de radicalização que 
vinha ocorrendo na seita. 
Desde então, a Agência Na-
cional de Polícia do Japão 
vem trabalhando no sentido 
de aumentar sua capaci-
dade de investigar e evitar 
ataques terroristas realiza-

dos por este tipo de grupo. 
Algumas mudanças foram 
introduzidas com base nas 
lições aprendidas com o 
ataque de gás sarin.
O culto ainda existe no 
formato de grupos deriva-
dos, que adotaram nomes 
diferentes, mas eles estão 
sob vigilância e precisam 
declarar seus bens e, se ne-
cessário, aceitar inspeções 
de suas instalações.
Aumentam as preocupa-
ções de residentes que vi-
vem perto dessas instala-
ções.
Esta é a lição que precisa-
mos aprender a partir dos 

crimes da seita: Quando ela 
começou não havia nada 
fora do comum a respeito 
deste grupo, mas seus jo-
vens membros, altamente 
instruídos, tinham as men-
tes completamente contro-
ladas pela seita e tinham 
parado de pensar indepen-
dentemente, o que os levou 
a seguir cegamente suas 
ordens e a cometer crimes. 
Não deveríamos nos esque-
cer disto.
Precisamos estar conscien-
tes de como foi fácil para 
pessoas inteligentes e apa-
rentemente normais toma-
rem um caminho que levou 
ao terrorismo.”

Comitê organizador dos Jogos 
Olímpicos de Tóquio anuncia 
ingresso especial de 2020 ienes

Encontro internacional discute 
proteção dos cardumes de sauro

Jogos Olímpicos (04/07/2018)

Comentário (04/07/2018)

O Comitê Organizador 
dos Jogos Olímpicos e Pa-
ralímpicos de Tóquio de 
2020 anunciou que plane-
ja vender ingressos para 
crianças, idosos e pessoas 
com deficiência por 2020 

A pesca do sauro sanma 
está em constante baixa nos 
últimos tempos. Desde ter-
ça-feira realiza-se em Tó-
quio um encontro interna-
cional sobre a proteção dos 
cardumes. Na conferência 
anual, são discutidos meios 
de gerir a proteção de vários 
recursos marinhos, como 
os sauros, em águas de mar 
aberto da região norte do 
Oceano Pacífico. São oito 
os participantes da confe-
rência, incluindo Japão, 
China, Rússia e Taiwan. 
Neste Comentário, o jorna-
lista Hiroki Ose, da NHK, 
fala sobre as discussões da 
Conferência Internacional 
sobre Sauros.
“Sauros capturáveis nes-
ta parte do oceano nascem 
em águas costeiras ao lar-
go da Península Kii, da 

ienes, cerca de 18 dólares.
O comitê tem cogitado co-
brar entre 18 a 2.700 dó-
lares por tíquetes que não 
contemplam refeições e 
serviços de transporte.
Na terça-feira, o comitê 

região central do Japão. O 
peixe desenvolve-se mais 
em águas de mar aberto de 
uma ampla área do norte do 
Oceano Pacífico. Depois, 
retorna a águas ao largo das 
costas do Japão e da Rús-
sia.
Contudo, no ano passado, 
a pesca de sauros pelo Ja-
pão no norte do Oceano 
Pacífico foi a menor em 
meio século. Por defender 
a adoção de medidas para 
a conservação de recursos 
marinhos, o Japão propôs 
o estabelecimento de cotas 
de captura por país e por 
região.
O Japão e a Rússia, países 
com captura em áreas cos-
teiras, pescam sauros há 
muitos anos. Assim, a pro-
posta japonesa atribui prio-
ridade nas cotas de captura 

decidiu estabelecer o preço 
especial para grupos com 
crianças, idosos e pesso-
as com deficiência. Os in-
gressos serão para etapas 
qualificatórias e para as ce-
rimônias de abertura e en-
cerramento dos Jogos.
De acordo com o comitê, os 
Jogos Paralímpicos terão tí-
quetes ainda mais baratos.
A organização dos eventos 
em Tóquio planeja anun-

às duas nações. As cotas a 
serem atribuídas a China 
e Taiwan, que pescam em 
alto mar, dependeriam do 
volume de suas capturas 
mais recentes.
O Japão argumenta que 
países com pesca em áreas 
costeiras deveriam receber 
cotas maiores por ter um 
longo histórico de captura 
da espécie. Além disso, a 
proposta japonesa diz ser 
necessário levar em con-
sideração o fato de que os 
sauros desovam em águas 
próximas de países com 
pesca em áreas costeiras.
No entanto, a China e 
Taiwan vêm aumentando 
ultimamente a pesca de sau-
ros. Argumentam, assim, 
que, se as cotas de captura 
forem baseadas em volu-
mes de pesca, será preciso 
utilizar números recentes.
Além de tudo, a China 
afirma que ainda existem 
cardumes de sauros em 

ciar os preços de ingressos 
e outros detalhes sobre a 
competição em 20 de julho, 
após obter uma aprovação 
do Comitê Olímpico Inter-
nacional e do Comitê Para-
límpico Internacional.
Os ingressos para os Jogos 
Olímpicos começarão a ser 
vendidos no começo do 
ano que vem.

abundância. O país não 
identifica uma situação crí-
tica. Há, portanto, discor-
dância quanto aos funda-
mentos para estabelecer as 
cotas. Provavelmente terá 
havido impasse nas discus-
sões desde o início.
Acredito que a Agência de 
Recursos Marinhos do Ja-
pão deveria lançar a bola à 
maior altura possível no ar 
e aguardar com paciência 
um acordo. O norte do Oce-
ano Pacífico também é as-
solado pela ação de barcos 
de nacionalidade obscura 
que fazem pesca de arras-
to de sauros na região. Em 
vez de tentar obter acordo 
sobre cotas por nação e 
região, a atual conferência 
dará ênfase à possibilidade 
de que seus participantes 
compartilhem da percepção 
da necessidade de haver al-
gum tipo de restrição sobre 
volumes de captura.”



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



場ば

」
が
あ
る
。
今い

ま

は
使つ

か

わ
れ

て
い
な
い
真ま

っ
直す

ぐ
な
線せ

ん

路ろ

、

そ
し
て
、
赤あ

か

く
錆さ

び
た
た
く

さ
ん
の
機き

関か
ん

車し
ゃ

、
車し

ゃ

両り
ょ
う、
貨か

物も
つ

が
放ほ

う

置ち

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
太た

い

平へ
い

洋よ
う

の
港み

な
と
へ
と
塩し

お

や

鉱こ
う

物ぶ
つ

を
運は

こ

ん
だ
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
路ろ

線せ
ん

で
あ
る
。
か
つ
て
の
繁は

ん

栄え
い

ぶ
り

を
想そ

う

像ぞ
う

し
な
が
ら
線せ

ん

路ろ

の
上う

え

を
歩あ

る

く
の
は
何な

ん

と
も
味あ

じ

わ
い

深ぶ
か

い
》
と
の
こ
と
。
今い

ま

も
ウ

ユ
ニ
駅え

き

か
ら
西に

し

に
向む

か
っ
て
チ

リ
国こ

っ

境き
ょ
う

付ふ

近き
ん

の
ア
バ
ロ
ア
ま

　

バ
ス
ト
ス
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

と
汎は

ん

パ
ウ
リ
ス
タ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

の
共

き
ょ
う

催さ
い

で
「
第だ

い

１
回か

い

汎は
ん

パ
ウ
リ
ス
タ
文ぶ

ん

協き
ょ
う

統と
う

合ご
う

フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
、
先せ

ん

月げ
つ

３
０
日に

ち

、
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

協き
ょ
うの
後こ

う

援え
ん

に
よ
り
初は

つ

開か
い

催さ
い

し
た
同ど

う

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
約や

く

１
５
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
パ
ウ
リ
ス
タ
線せ

ん

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

の
創そ

う

設せ
つ

も
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
、今こ

ん

後ご

に
繋つ

な

が
る
意い

義ぎ

深ぶ
か

い
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。

で
支し

線せ
ん

が
延の

び
て
い
る
。
週

し
ゅ
う

１
往お

う

復ふ
く

だ
け
運う

ん

行こ
う

す
る
と
か
。

滅め
っ

多た

に
乗の

れ
な
い
幻

ま
ぼ
ろ
しの
列れ

っ

車し
ゃ

だ
。
ア
バ
ロ
ア
は
《
国こ

っ

境き
ょ
う
の

駅え
き

で
あ
る
が
、
も
の
も
の
し
い

警け
い

備び

施し

設せ
つ

な
ど
は
な
い
。
ボ

リ
ビ
ア
と
チ
リ
に
は
国こ

っ

交こ
う

が

な
い
の
だ
が
、
そ
の
事じ

実じ
つ

を

忘わ
す

れ
さ
せ
て
く
れ
る
》
と
の

こ
と
。
国こ

っ

交こ
う

す
ら
な
い
の
に

自じ

由ゆ
う

に
行ゆ

き
来き

で
き
る
国こ

っ

境き
ょ
う。

実じ
つ

に
南な

ん

米べ
い

ら
し
い
場ば

所し
ょ

で
は

な
い
か
。

者し
ゃ

が
一い

ち

堂ど
う

に
会か

い

し
、
互た

が

い
の
意い

識し
き

を
高た

か

め
、
将

し
ょ
う

来ら
い

を
担に

な

う
若わ

か

手て

の
育い

く

成せ
い

を
期き

待た
い

し
た
も
の
。

　

式し
き

典て
ん

で
挨あ

い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
同ど

う

連れ
ん

盟め
い

の
川か

わ

崎さ
き

ロ
ベ
ル
ト
会か

い

長
ち
ょ
う

は
「
ど
ん
な
町ま

ち

や
地ち

域い
き

に
お

い
て
も
、
我わ

れ

々わ
れ

の
団だ

ん

体た
い

の
未み

来ら
い

を
背せ

負お

っ
て
立た

つ
の
は
若わ

か

者も
の

だ
」
と
次じ

世せ

代だ
い

育い
く

成せ
い

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
う。
ソ
ロ
カ
バ
ナ
線せ

ん

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

の
活か

つ

動ど
う

を
参さ

ん

考こ
う

に
、

パ
ウ
リ
ス
タ
線せ

ん

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

発ほ
っ

足そ
く

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

今こ
ん

回か
い

初は
じ

め
て
バ
ス
ト
ス
を

訪ほ
う

問も
ん

し
た
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
地ち

方ほ
う

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

を
訪ほ

う

問も
ん

す
る
な
か
で
、

課か

題だ
い

の
一ひ

とつ
と
し
て
高こ

う

齢れ
い

化か

と

後こ
う

継け
い

者し
ゃ

不ぶ

足そ
く

の
問も

ん

題だ
い

を
感か

ん

じ

て
き
た
と
い
う
。「
こ
こ
だ
け

で
起お

き
て
い
る
問も

ん

題だ
い

で
は
な

い
。
日に

本ほ
ん

で
も
高こ

う

齢れ
い

化か

に
悩な

や

ま
さ
れ
て
い
る
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、

農の
う

業ぎ
ょ
うと
観か

ん

光こ
う

業ぎ
ょ
うの
振し

ん

興こ
う

に
よ

る
地ち

域い
き

活か
っ

性せ
い

化か

の
実じ

つ

例れ
い

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

そ
の
上う

え

で
「
地ち

方ほ
う

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
地ち

域い
き

経け
い

済ざ
い

の
潜せ

ん

在ざ
い

力り
ょ
くを

引ひ

き
出だ

す
方ほ

う

法ほ
う

と
し
て
農の

う

業
ぎ
ょ
う

や
観か

ん

光こ
う

業ぎ
ょ
うを
発は

っ

展て
ん

さ
せ
、
地じ

元も
と

市し

役や
く

所し
ょ

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
活か

つ

動ど
う

し
て
い
け
れ
ば
」
と
の
期き

待た
い

を
語か

た

り
、
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

参さ
ん

加か

の

重じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

に
も
触ふ

れ
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
は
市し

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

で

ノ
ム
ラ
・
マ
ル
コ
ス
副ふ

く

市し

長ち
ょ
う、

飯い
い

星ほ
し

ワ
ル
テ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

、

小お

野の

ジ
ャ
ミ
ー
ル
・
ア
ン
ド

ラ
ジ
ー
ナ
市し

元も
と

市し

長ち
ょ
う、
野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ
オ
聖せ

い

市し

議ぎ

、
西に

し

尾お

ロ
ベ
ル
ト
文ぶ

ん

協き
ょ
う

第だ
い

２
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うも
出

し
ゅ
っ

席せ
き

、
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

午ご

前ぜ
ん

の
部ぶ

は
「
頑が

ん

張ば

っ
て

―
文ぶ

ん

協き
ょ
う

活か
っ

性せ
い

化か

」
を
総そ

う

合ご
う

テ
ー
マ
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

」「
指し

導ど
う

者し
ゃ

育い
く

成せ
い

」

「
文ぶ

ん

化か

事じ

業ぎ
ょ
うの
た
め
の
資し

源げ
ん

」

つ
い
て
若わ

か

手て

が
講こ

う

演え
ん

や
ス
ピ

ー
チ
を
実じ

っ

施し

。
午ご

後ご

の
部ぶ

は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
訪ほ

う

日に
ち

研け
ん

修し
ゅ
う

者し
ゃ

の
体た

い

験け
ん

談だ
ん

発は
っ

表ぴ
ょ
う、
太た

い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

な
ど
の
通つ

う

じ
て
親し

ん

睦ぼ
く

を

深ふ
か

め
た
。

　

川か
わ

崎さ
き

会か
い

長ち
ょ
うは
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
終お

え
て
「
統と

う

合ご
う

フ
ォ
ー
ラ

ム
が
提て

い

供き
ょ
うす
る
こ
の
場ば

は
、

他た

団だ
ん

体た
い

の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

と
顔か

お

を
合あ

わ
せ
、
議ぎ

論ろ
ん

を
深ふ

か

め
て
経け

い

験け
ん

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
て
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
」
と
手て

応ご
た

え

を
語か

た

っ
た
。「
こ
こ
で
得え

ら
れ

た
連れ

ん

帯た
い

感か
ん

を
持も

っ
て
、
夫そ

れ

々ぞ
れ

が
各か

く

団だ
ん

体た
い

を
よ
く
す
る
た
め

に
活か

つ

動ど
う

し
て
ゆ
く
。
そ
の
根こ

ん

底て
い

に
あ
る
の
は
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

、

言げ
ん

語ご

、
慣か

ん

習し
ゅ
うを
守ま

も

り
、
伯は

く

社し
ゃ

会か
い

に
ど
の
よ
う
に
貢こ

う

献け
ん

で
き

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）
の
「
６
月が

つ

度ど

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

会か
い

議ぎ

」
が
先せ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

ビ
ル
内な

い

の
県け

ん

連れ
ん

会か
い

議ぎ

室し
つ

で
行お

こ

な
わ
れ
た
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
を
約や

く

３
週

し
ゅ
う

間か
ん

後ご

に
控ひ

か

え
た
最さ

い

後ご

の

会か
い

議ぎ

と
な
り
、
連れ

ん

絡ら
く

事じ

項こ
う

の

確か
く

認に
ん

な
ど
が
行お

こ

な
わ
れ
た
。

　

同ど
う

祭さ
い

の
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

は
会か

い

議ぎ

当と
う

日じ
つ

ま
で
に
、

ギ
ネ
ス
記き

録ろ
く

挑ち
ょ
う

戦せ
ん

に
５
２
８

食し
ょ
くが
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

登と
う

録ろ
く

さ
れ
た
こ
と

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う。
ま
た
、
審し

ん

査さ

員い
ん

と

し
て
、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

料り
ょ
う

理り

人に
ん

の

白し
ら

石い
し

テ
ル
マ
さ
ん
、
坂さ

か

本も
と

ジ

ュ
ン
さ
ん
、
金か

ね

子こ

サ
ト
シ
さ

ん
、
ア
ベ
・
カ
ル
ロ
ス
さ
ん
、

小こ

池い
け

信し
ん

さ
ん
が
参さ

ん

加か

す
る
。

　

審し
ん

査さ

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
２
階か

い

の

２
１
１
番ば

ん

室し
つ

で
行お

こ

な
わ
れ
、

同ど
う

室し
つ

で
は
来ら

い

賓ひ
ん

客き
ゃ
くの
歓か

ん

迎げ
い

夕ゆ
う

食し
ょ
く

会か
い

も
催も

よ
お

さ
れ
る
。
今こ

年と
し

は

る
か
と
い
う
こ
と
だ
」
と
語か

た
っ

た
。

　

ま
た
、
同ど

う

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務つ

と

め

た
カ
キ
モ
ト
・
セ
ル
ジ
オ
さ

ん
は
「
講こ

う

演え
ん

者し
ゃ

は
素す

晴ば

ら
し

い
テ
ー
マ
を
提て

い

起き

し
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
意い

識し
き

向こ
う

上じ
ょ
うに
繋つ

な

が
っ
た
。

自み
ず
から
が
内う

ち

に
秘ひ

め
て
き
た
日に

っ

日に

本ほ
ん

か
ら
２
０
０
人に

ん

、
ペ
ル

ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
メ
キ

シ
コ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ボ
リ

ビ
ア
な
ど
南な

ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

ほ
か
ハ

ワ
イ
か
ら
も
訪ほ

う

問も
ん

が
あ
り
、

延の

べ
７
０
０
〜
８
０
０
人に

ん

の

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うす
る
こ
と
が

予よ

測そ
く

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市い

ち

川か
わ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

が
、
来ら

い

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
を
今こ

年と
し

と
同お

な

じ
規き

模ぼ

で
開か

い

催さ
い

す
る

か
意い

見け
ん

を
求も

と

め
、
拍は

く

手し
ゅ

で
決け

っ

２階
かい

で早
そう

朝
ちょう

から調
ちょう

理
り

に励
はげ

む皆
みな

さん

　

聖せ
い

母ぼ

婦ふ

人じ
ん

会か
い（
畑は

た

中な
か

ア
リ
ッ

セ
会か

い

長ち
ょ
う）
は
『
第だ

い

６
３
回か

い

慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
』
を
１
日た

ち

に
聖せ

い

市し

の
サ
ン
ゴ
ン
サ
ー
ロ
教

き
ょ
う

会か
い

で
開か

い

催さ
い

し
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯カ

ッ
プの
ま
っ

最さ
い

中ち
ゅ
うな
が
ら
も
、
た
く
さ
ん

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
つ
め
か
け
て
大だ

い

サ
ロ
ン
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

会か
い

計け
い

理り

事じ

の
谷た

に

口ぐ
ち

真ま

理り

さ

ん
は
「
例れ

い

年ね
ん

２
０
０
人に

ん

が
裏う

ら

方か
た

に
な
る
の
で
す
が
、
Ｗ
杯は

い

の

せ
い
か
、
今こ

年と
し

は
１
２
０
人に

ん

ほ
ど
。
六ろ

く

月が
つ

祭さ
い

に
孫ま

ご

が
出で

る

か
ら
と
、
そ
っ
ち
に
行い

っ
て
し

ま
っ
た
人ひ

と

も
。
お
客き

ゃ
く

さ
ん
も

少す
く

な
め
だ
け
ど
、
例れ

い

年ね
ん

と
同お

な

じ
ぐ
ら
い
の
寄き

付ふ

が
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

語か
た

っ
た
。
毎ま

い

年と
し

、
売う

り
上あ

げ

利り

益え
き

か
ら
同ど

う

教き
ょ
う

会か
い

や
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

に
寄き

付ふ

が
贈お

く

ら
れ
て
い
る
。

　

奥お
く

ア
マ
ゾ
ン
に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く
し
た

グ
ァ
ポ
レ
移い

民み
ん

の
竹た

け

中な
か

芳よ
し

江え

さ
ん
（
７
６
、
熊く

ま

本も
と

県け
ん

）
が

来ら
い

場じ
ょ
う
し
て
い
た
の
で
話は

な
し

を
聞き

く
と
、「
ア
マ
ゾ
ン
か
ら
サ
ン

パ
ウ
ロ
に
出で

て
き
た
当と

う

時じ

、
と

て
も
世せ

話わ

に
な
っ
た
安や

す

岡お
か

家け

の
ロ
ー
ザ
さ
ん
か
ら
電で

ん

話わ

が
き
て
、『
ぜ
ひ
バ
ザ
ー
に
』
と

い
う
の
で
飛と

ん
で
き
ま
し
た
」

と
笑わ

ら

っ
た
。「
う
ど
ん
を
食た

べ

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
人ひ

と

が
来く

る
バ
ザ
ー
だ
と
は

想そ
う

像ぞ
う

も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
感か

ん

心し
ん

し
た
様よ

う

子す

。

　

同お
な

じ
く
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
大お

お

河か
わ

正ま
さ

夫お

さ
ん
に
も
聞き

く
と
「
味あ

じ

が

少す
こ

し
薄う

す

め
だ
っ
た
け
ど
、
う

ど
ん
美お

味い

し
か
っ
た
で
す
よ
。

足あ
し

が
悪わ

る

く
な
る
１
０
年ね

ん

ほ
ど

前ま
え

ま
で
、
姉あ

ね

が
こ
の
会か

い

で
活か

つ

動ど
う

し
て
い
た
縁え

ん

で
数か

ぞ

え
切き

れ

な
い
く
ら
い
来き

て
い
ま
す
。
毎ま

い

年と
し

楽た
の

し
み
で
す
」
と
の
こ
と
。

　

名め
い

物ぶ
つ

の
福ふ

く

神じ
ん

漬づ

け
に
は

次つ
ぎ

々つ
ぎ

と
お
客き

ゃ
く

さ
ん
が
集あ

つ

ま
り
、

わ
ら
じ
の
よ
う
に
大お

お

き
な
特と

く

大だ
い

天て
ん

ぷ
ら
に
も
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

が
出で

来き

て
い
た
。

会か
い

」
を
今こ

ん

月げ
つ

１
８
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

す
る
。
予よ

約や
く

受う
け

付つ
け

は
１
６
日に

ち

ま
で
。

　

１
９
８
３
年ね

ん

に
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

初は
つ

の
有ゆ

う

料り
ょ
う

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
と

し
て
開か

い

所し
ょ

し
た
同ど

う

施し

設せ
つ

。
高こ

う

齢れ
い

化か

に
伴と

も
な

う
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

増ぞ
う

加か

を

受う

け
て
施し

設せ
つ

が
手て

狭ぜ
ま

と
な
っ

た
た
め
、
日に

本ほ
ん

財ざ
い

団だ
ん

か
ら
の

支し

援え
ん

を
受う

け
て
、
昨さ

く

年ね
ん

１
０

月が
つ

に
増ぞ

う

築ち
く

完か
ん

了り
ょ
う。
入

に
ゅ
う

居き
ょ

枠わ
く

は

３
４
人に

ん

か
ら
５
０
人に

ん

に
拡か

く

大だ
い

し
た
。

増ぞ
う

築ち
く

さ
れ
た
新し

ん

棟と
う

に
は
、

一い
ち

度ど

に
７
８
人に

ん

が
食

し
ょ
く

事じ

を
取と

れ
る
食

し
ょ
く

堂ど
う

、
２
人り

部べ

屋や

１
０

室し
つ

を
完か

ん

備び

。
各か

く

部へ

屋や

に
は
、

車く
る
ま

椅い

子す

で
も
使し

用よ
う

可か

能の
う

な

シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ
も
。
同ど

う

会か
い

は
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

か
ら
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
う
し
て
い
る
が
、
ま
だ
１
４

人に
ん

分ぶ
ん

の
入

に
ゅ
う

居き
ょ

枠わ
く

が
あ
る
。
健け

ん

康こ
う

で
身み

の
回ま

わ

り
の
こ
と
を
自じ

立り
つ

し
て
で
き
る
こ
と
が
入

に
ゅ
う

居き
ょ

条じ
ょ
う

件け
ん

と
な
る
。

　

１
８
日に

ち

の
無む

料り
ょ
う

新し
ん

館か
ん

体た
い

験け
ん

会か
い

で
は
、
実じ

っ

際さ
い

に
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
が
実じ

っ

施し

さ
れ
て

い
る
か
説せ

つ

明め
い

を
受う

け
、
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

と
共と

も

に
施し

設せ
つ

の
食

し
ょ
く

事じ

を
取と

れ
る
。
バ
ス
は
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

に
援え

ん

協き
ょ
う
ビ
ル
前ま

え

発は
つ

、
午ご

後ご

２

時じ

に
現げ

ん

地ち

発は
つ

。

申
も
う
し

込こ

み
は
、
援え

ん

協き
ょ
う

福ふ
く

祉し

部ぶ

（
１
１
・
３
２
７
４-

６
５
１
８/

６
５
１
９
）
ま

で
。

　
　
　
　
　

◎

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
は
、
講こ

う

演え
ん

会か
い

『
第だ

い

五ご

の
味み

覚か
く

・
旨う

ま

み

の
歴れ

き

史し

』
を
１
１
日に

ち

午ご

後ご

７

時じ

か
ら
同ど

う

館か
ん

（A
ven
id
a 

P
au
lista, 5

2

）
地ち

上
じ
ょ
う

階か
い

で
開か

い

催さ
い

す
る
。
現げ

ん

在ざ
い

、
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
う

の
「A

ro
m
as e 

Sab
o
res(

香こ
う

と
味あ

じ)

」
展て

ん

の
関か

ん

連れ
ん

企き

画か
く

。
旨う

ま

み
は
、
明め

い

治じ

４
１
年ね

ん

に
旧

き
ゅ
う

東と
う

京き
ょ
う

帝て
い

国こ
く

大だ
い

学が
く

の
池い

け

田だ

菊き
く

苗な
え

博は
か

士せ

が
初は

じ

め

て
そ
の
正

し
ょ
う

体た
い

が
グ
ル
タ
ミ
ン

酸さ
ん

で
あ
る
こ
と
を
発は

っ

見け
ん

。
当と

う

地ち

で
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
味あ

じ

の
素も

と

が
旨う

ま

み
調

ち
ょ
う

味み

料り
ょ
う「
味あ

じ

の
素も

と

」

を
販は

ん

売ば
い

し
て
広ひ

ろ

ま
り
つ
つ
あ

る
が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な
ら
で
は
の

繊せ
ん

細さ
い

な
感か

ん

覚か
く

と
し
て
片か

た

付づ

け

ら
れ
、
体た

い

系け
い

的て
き

な
理り

解か
い

が
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現げ

ん

状じ
ょ
うか
も
。

旨う
ま

み
が
何な

に

か
を
知し

る
こ
と
で
、

日に

本ほ
ん

食し
ょ
くの
深ふ

か

み
を
理り

解か
い

す
る

こ
と
が
で
き
そ
う
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う、
整せ

い

理り

券け
ん

配は
い

布ふ

は
午ご

後ご

６

時じ

か
ら
。

　

こ
れ
は
パ
ウ
リ
ス
タ
線せ

ん

地ち

域い
き

に
あ
る
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

を
活か

っ

性せ
い

化か

す
る
こ
と
を
目も

く

的て
き

と
し
て
、

汎は
ん

パ
連れ

ん

盟め
い

傘さ
ん

下か

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

関か
ん

係け
い

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

創そ
う

設せ
つ

、
150
人に

ん

が
参さ

ん

加か

統と
う

合ご
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
初は

つ

開か
い

催さ
い

定て
い

さ
れ
た
。

　

来ら
い

訪ほ
う

者し
ゃ

発は
っ

表ぴ
ょ
うで
は
、
当と

う

地ち

で
Ｊ
―
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
を
実じ

っ

施し

し

て
い
る
Ｊ
―
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

社し
ゃ

の
鍋な

べ

田た

ジ
ャ
ケ
リ
ー
ネ
さ

ん
、
中

ち
ゅ
う

央お
う

開か
い

発は
つ

セ
ン
タ
ー
、

島し
ま

袋ぶ
く
ろレ
ダ
さ
ん
、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

会か
い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

で
は
収

し
ゅ
う

入
に
ゅ
う

３
９
万ま

ん

７
７
５
５
・
４
８
レ
、

支し

出し
ゅ
つ

１
９
万ま

ん

４
５
６
６
・
７ 

Ｗ
杯カ

ッ
プ

で
若じ

ゃ
っ

干か
ん

人ひ
と

出で

は
少す

く

な
め

聖せ
い

母ぼ

婦ふ

人じ
ん

会か
い

バ
ザ
ー
盛せ

い

況き
ょ
う

に

３
レ
と
な
っ
た
。

日
にっ

系
けい

意
い

識
しき

を共
きょう

有
ゆう

、感
かん

激
げき

で涙
なみだ

も
（７） ２０１８年第５０３５号  ７月 ７日 （土曜日）

国こ
く

外が
い

か
ら
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

８
０
０
人に

ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
、
３
週し

ゅ
う

間か
ん

後ご

に
迫せ

ま

る

県
けん

連
れん

代
だい

表
ひょう

者
しゃ

会
かい

議
ぎ

第
だい

一
いっ

回
かい

フォーラムに約
やく

１５０人
にん

が参
さん

加
か

した ( 撮
さつ

影
えい

・Aldo Shiguti)

祭ま
つ

り
の
説せ

つ

明め
い

を
す
る
市い

ち

川か
わ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

汎
は ん

パ
連
れ ん

盟
め い

イ
ペ
ラ
ン
ジ
ャ
ホ
ー

ム
新し

ん

館か
ん

体た
い

験け
ん

会か
い

予よ

約や
く
受う
け
付つ
け
中ち
ゅ
う、
１
６
日に
ち
ま
で

デ
コ
画が

廊ろ
う

主ぬ
し

、
田た

口ぐ
ち

レ
ネ
さ

ん
（
本ほ

ん

名み
ょ
う

＝
定さ

だ

之ゆ
き

）
が
、
５

日か

午ご

前ぜ
ん

２
時じ

、
心し

ん

臓ぞ
う

疾し
っ

患か
ん

に

よ
り
自じ

宅た
く

で
寝ね

た
ま
ま
亡な

く

な
っ
て
い
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

８
６
。

田た

口ぐ
ち

さ
ん
は
１
９
３
２
年ね

ん

３
月が

つ

東と
う

京き
ょ
う

都と

生う

ま
れ
。
５
１

年ね
ん

か
ら
東と

う

京き
ょ
う

外が
い

国こ
く

語ご

学が
っ

校こ
う

（
現げ

ん

東と
う

京き
ょ
う

外が
い

国こ
く

語ご

大だ
い

学が
く

）

で
ス
ペ
イ
ン
語ご

を
専せ

ん

攻こ
う

し
、

５
６
年ね

ん

に
単た

ん

身し
ん

渡と

伯は
く

。
７
３

年ね
ん

に
伯は

っ

国こ
く

籍せ
き

を
取し

ゅ

得と
く

し
た
。

妻つ
ま

の
秀ひ

で

子こ

さ
ん
と
と
も
に

１
９
８
１
年ね

ん

１
２
月が

つ

１
７
日に

ち

に
デ
コ
画が

廊ろ
う

を
は
じ
め
、
日に

っ

系け
い

造ぞ
う

形け
い

作さ
っ

家か

の
作さ

く

品ひ
ん

を
ブ
ラ

ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
き
た
。

間ま

部べ

学ま
な
ぶや
大お

お

竹た
け

富と
み

江え

、
豊と

よ

田た

豊ゆ
た
かな
ど
、
錚そ

う
そ
う錚
た
る
日に

っ

系け
い

作さ
っ

家か

が
同ど

う

画が

廊ろ
う

で
展て

ん

覧ら
ん

会か
い

を

行お
こ

な
っ
た
。
９
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら

は
日に

本ほ
ん

の
若わ

か

手て

作さ
っ

家か

と
も
交こ

う

流り
ゅ
うし
、
日に

っ

系け
い

画が

廊ろ
う

と
し
て
歴れ

き

史し

を
刻き

ざ

ん
だ
。

詩し

人じ
ん

と
し
て
も
知し

ら
れ
、

自じ

作さ
く

品ひ
ん

を
集あ

つ

め
た
詩し

集し
ゅ
うを
編へ

ん

纂さ
ん

し
て
い
る
最さ

い

中ち
ゅ
うだ
っ
た
。

田た

口ぐ
ち

さ
ん
の
葬そ

う

式し
き

は
６
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

、
デ
コ
画が

廊ろ
う

で
行お

こ

な
わ
れ
、
そ
の
後ご

ヴ
ィ
ラ
・

ア
ル
ピ
ー
ナ
の
墓ぼ

地ち

に
火か

葬そ
う

さ
れ
た
。
初し

ょ

七な
の

日か

法ほ
う

要よ
う

は
未み

定て
い

。
　
９
日か

（
月げ

つ

）
が
「
護ご

憲け
ん

革か
く

命め
い

記き

念ね
ん

日び

」
の
た
め
、
翌よ

く

１
０
日か

（
火か

）
付づ

け

の
新し

ん

聞ぶ
ん

は

休き
ゅ
う

刊か
ん

と
な
り
ま
す
。

休き
ゅ
う

刊か
ん

案あ
ん

内な
い

田た

口ぐ
ち

レ
ネ
さ
ん

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
き

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、

同ど
う

会か
い

傘さ
ん

下か

の
老ろ

う

人じ
ん

ホ
ー
ム
で

あ
る
「
ス
ザ
ノ
・
イ
ペ
ラ
ン
ジ

ア
・
ホ
ー
ム
無む

料り
ょ
う

新し
ん

館か
ん

体た
い

験け
ん

　
『
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
リ
ビ
ア
通つ

う

信し
ん

』
第だ

い

２
６
号ご

う

に
は
、
ウ
ユ

ニ
の
「
列れ

っ

車し
ゃ

の
墓は

か

場ば

」
に
つ

い
て
書か

い
て
あ
っ
た
。
鉄て

つ

道ど
う

フ

ァ
ン
な
ら
ず
と
も
興

き
ょ
う

味み

の
わ

く
名め

い

称し
ょ
う

だ
。
い
わ
く
《
ウ
ユ

ニ
の
東

ひ
が
し

側が
わ

（
ウ
ユ
ニ
塩え

ん

湖こ

と

は
反は

ん

対た
い

）
に
は
、「
列れ

っ

車し
ゃ

の
墓は

か

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
価か

値ち

観か
ん

を
再さ

い

認に
ん

識し
き

し
、
感か

ん

激げ
き

で
涙な

み
だ
を
流な

が

す
人ひ

と

も

い
た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
あ
る
と
い

う
感か

ん

情じ
ょ
うを
共

き
ょ
う

有ゆ
う

で
き
る
こ
と

は
非ひ

常じ
ょ
うに
喜よ

ろ
こ

ば
し
い
も
の
。

将し
ょ
う

来ら
い

に
実み

を
結む

す

ぶ
で
あ
ろ
う

種た
ね

を
我わ

れ

々わ
れ

は
植う

え
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
」
と
総そ

う

括か
つ

し

た
。

　

聖せ
い

市し

ベ
ラ
・
ビ
ス
タ
区く

の



 日
に
本
ほん
祭
まつ
り詳
しょう
細
さい
  

■各
かく

県
けん

人
じん

会
かい

の郷
きょう

土
ど

食
しょく

は本
ほん

面
めん

のリストを確
かく

認
にん

すること（随
ずい

時
じ

変
へん

更
こう

の可
か

能
のう

性
せい

あり）。日
に

本
ほん

祭
まつ

り詳
しょう

細
さい

は県
けん

連
れん

（11-3277-8569）まで。
 Informações

www.festivaldojapao.com  
Tel: (11) 3277-6108/3277-
8569  Facebook:www.face 
book.com/festivaldojapao
...............................

■日
に

本
ほん

祭
まつ

り入
にゅう

場
じょう

券
けん

は
前
まえ

売
う

り22レアル、当
とう

日
じつ

28レ。学
がく

生
せい

は半
はん

額
がく

の14レとなるが、身
み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

が必
ひつ

要
よう

。８
歳
さい

以
い

下
か

の子
こ

供
ども

、60歳
さい

以
い

上
じょう

の女
じょ

性
せい

、65 歳
さい

以
い

上
じょう

の男
だん

性
せい

は入
にゅう

場
じょう

無
む

料
りょう

となる。駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

は45レ、また午
ご

前
ぜん

８
時
じ

～午
ご

後
ご

10時
じ

の間
あいだ

地
ち

下
か

鉄
てつ

ジャバクアラ駅
えき

から無
む

料
りょう

バスが出
で

る。
...............................

■以
い

下
か

、リベルダーデ
区
く

内
ない

の入
にゅう

場
じょう

券
けん

販
はん

売
ばい

所
じょ

。
KENREN / FESTIVAL DO JAPÃO 
- R. São Joaquim 381, 5º 
and. - sala 52 - (11) 3277-
8569. Atendimento 2ª a 6ª 
9h às 18h. ANIMES MANIA - 
R. Galvão Bueno 40 - lojas 
215/217. Atendimento 2ª 
a 2ª 10h às 19h. ATSIGMA - 
R. Galvão Bueno 40 - lojas 
301/302 - (11) 3203-1950. 
Atendimento 2ª a 2ª 10h 
às 18h30. FANCY GOODS - R. 
Galvão Bueno, 224 - (11) 
3277-7267. Atendimento 2ª a 
sáb. 9h às 18h45 e dom. 9h30 
às 18h30. HACHI CREPE E CAFÉ 
- R. Galvão Bueno 586 - (11) 
3208-3113. Atendimento 2ª 
a 5ª 11h às 19h30, 6ª e sáb. 
11h às 21h, dom. e feriados 
11h às 19h. JAPAN SOCIETY 
- R. Galvão Bueno 17/19 - 
box 15 - (11) 3399-3793. 
Atendimento 2ª a sáb. 9h às 
19h, dom. 9h30 às 18h30. 
LAMEN KAZU - R. Tomas 
Gonzaga 51 - (11) 3208-6179. 
Atendimento 2ª a sáb. 11h 
às 15h e 18h às 22h30, dom. 
e feriados até 21h. SEGREDO 
DOS DOCES - R. Galvão 
Bueno 13 - (11) 3207-1600. 
Atendimento 2ª a 6ª 8h às 
20h, sáb. e dom. 8h30 às 19h.

ま
た
甘か

ん

味み

も
種し

ゅ

類る
い

が
豊ほ

う

富ふ

。
今こ

ん

回か
い

は
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

注ち
ゅ
う

目も
く

の
メ

ニ
ュ
ー
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

　
　
▼
６
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
真ま

正し
ょ
う

面め
ん

　
　
か
ら
ラ
ー
メ
ン
対た

い

決け
つ

！

　

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
は
山や

ま

梨な
し

、
福ふ

く

岡お
か

、

茨い
ば
ら

城き

、
兵

ひ
ょ
う

庫ご

、
福ふ

く

島し
ま

、
徳と

く

島し
ま

の

６
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
ラ
ー
メ
ン
を
提て

い

供
き
ょ
う

す
る
。
特と

く

に
「
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ

ン
」
を
提て

い

供き
ょ
うす

る
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
「
３
月が

つ

に
行お

こ
なっ

た
ラ
ー
メ
ン
祭

ま
つ
り

よ
り
さ
ら
に
美お

味い

し
い
も
の
を
」

と
、
ス
ー
プ
作づ

く

り
に
励は

げ

ん
で
い

る
。
餃

ぎ
ょ
う

子ざ

４
個こ

付つ

き
と
、
一ひ

と

皿さ
ら

で
２
度ど

美お

味い

し
い
こ
と
間ま

違ち
が

い

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

が
各か

く

地ち

で
続ぞ

く

々ぞ
く

と
祝い

わ

わ
れ
る
中な

か

、
い
よ
い
よ
当と

う

地ち

最さ
い

大だ
い

の
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の

祭さ
い

典て
ん

が
迫せ

ま

っ
て
き
た
。
今こ

年と
し

も
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う

）
の
『
第だ

い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
』

が
２
０
日か

（
金き

ん

）、
２
１
日に

ち

（
土ど

）、
２
２
日に

ち

（
日に

ち

）
の
３
日か

間か
ん

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
行お

こ

な
わ
れ
る
。

こ
れ
ほ
ど
日に

本ほ
ん

各か
く

地ち

の
郷き

ょ
う

土ど

食し
ょ
く

や
芸げ

い

能の
う

が
一い

っ

カ
所し

ょ

に
集し

ゅ
う

結け
つ

す
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
も
ご
く
珍め

ず
ら

し
い
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

以い

外が
い

で
現げ

ん

地ち

団だ
ん

体た
い

が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
世せ

界か
い

一い
ち

と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
今こ

年と
し

は
特と

く

別べ
つ

に
「
１
１
０

周し
ゅ
う年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
が
会か

い

場じ
ょ
う

内な
い

で
行お

こ
な

わ
れ
る
。
い
つ
も
に
も
ま
し
て
見み

ど
こ
ろ
、
食た

べ
ど
こ
ろ
盛も

り
だ
く
さ
ん
だ
。

第
だい

　回
かい

県
けん

連
れん

日
に

本
ほん

祭
まつ

り21

ラ
ー
メ
ン
対た

い

決け
つ

に
カ
レ
ー
戦せ

ん

争そ
う

!?

手て

の
込こ

ん
だ
郷

き
ょ
う

土ど

食し
ょ
くに
舌し

た

鼓つ
づ
みを

な
し
。

　

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
後こ

う

援え
ん

を
得え

て
、
年ね

ん

初し
ょ

に
開か

い

店て
ん

し
た
博は

か

多た

一い
っ

幸こ
う

舎し
ゃ

が
「
豚と

ん

骨こ
つ

ラ
ー
メ
ン
」
も
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
殴な

ぐ

り
こ
み
を
か
け

る
。
当と

う

日じ
つ

は
ラ
ー
メ
ン
戦せ

ん

争そ
う

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
編へ

ん

が
楽た

の

し
め
そ
う
だ
。

　

▼
定て

い

番ば
ん

の
カ
レ
ー
は

　
　
種し

ゅ

類る
い

も
豊ほ

う

富ふ

！

　

ラ
ー
メ
ン
の
ほ
か
、
今こ

年と
し

は

カ
レ
ー
料

り
ょ
う

理り

も
多お

お

く
、
山や

ま

梨な
し

、

滋し

賀が

、
茨

い
ば
ら

城き

、
島し

ま

根ね

、
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
提て

い

供き
ょ
うす

る
。
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
販は

ん

売ば
い

す
る「
カ
レ
ー
パ
ン
」

（
２
個こ

入い

り
）
は
森も

り

田た

泰た
い

司じ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うの
奥お

く

さ
ん
に
よ
る
手て

作づ
く

り
。
毎ま

い

年と
し

日に
ち

曜よ
う

の
昼ひ

る

に
は
売う

り

切き

れ
て
し
ま
う
た
め
、
今こ

年と
し

は

２
千せ

ん

食し
ょ
く

用よ
う

意い

さ
れ
る
。
日に

本ほ
ん

の
カ
レ
ー
パ
ン
の
懐な

つ

か
し
い
味あ

じ

を
再さ

い

現げ
ん

し
続つ

づ

け
て
い
る
人に

ん

気き

の

一い
っ

品ぴ
ん

だ
。

　

滋し

賀が

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の「
特と

く

選せ
ん

カ
レ
ー
」

は
同ど

う

会か
い

員い
ん

ら
が
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

を
重か

さ

ね
た
特と

く

別べ
つ

ブ
レ
ン
ド
カ
レ
ー
。
過か

去こ

に
は
カ
レ
ー
に
コ
ー
ヒ
ー
や
バ

ナ
ナ
を
混ま

ぜ
る
な
ど
、意い

外が
い

な
隠か

く

し
味あ

じ

も
入い

れ
て
い
た
と
か
。
今こ

年と
し

は
ど
ん
な
隠か

く

し
味あ

じ

を
見み

つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
う
楽た

の

し
み
方か

た

も
で
き
る
か
も
？　
ま
た
、カ
レ
ー

う
ど
ん
や
餃

ぎ
ょ
う

子ざ

も
販は

ん

売ば
い

す
る
。

　

山や
ま

梨な
し

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
会か

い

場じ
ょ
うで
唯ゆ

い

一い
つ
、「
ト
ン
カ
ツ
カ
レ
ー
」

を
提て

い

供き
ょ
うす
る
。
日に

本ほ
ん

か
ら
輸ゆ

入
に
ゅ
う

し
た
パ
ン
粉こ

を
ま
ぶ
し
、
カ
ラ
ッ

と
揚あ

げ
た
ト
ン
カ
ツ
と
中

ち
ゅ
う

辛か
ら

の

ル
ー
が
楽た

の

し
め
る
大お

と
な人
の
一い

っ

品ぴ
ん

。

ほ
か
、
山や

ま

梨な
し

名め
い

物ぶ
つ

の
ほ
う
と
う

も
毎ま

い

年と
し

人に
ん

気き

。

　
▼
地ち

域い
き

色し
ょ
く

が
出で

る

　
　
郷き

ょ
う

土ど

食し
ょ
くも
ぞ
く
ぞ
く
！

　

秋あ
き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
伯は

っ

国こ
く

の
自し

然ぜ
ん

が
育は

ぐ
くん
だ
「
ワ
ラ
ビ
漬づ

け
」、「
ワ

ラ
ビ
煮に

」
を
販は

ん

売ば
い

。
ま
た
今こ

年と
し

は
川か

わ

合い

昭あ
き
ら

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長
ち
ょ
う

が
材ざ

い

料り
ょ
うを
用よ

う

意い

し
た
「
稲い

な

庭に
わ

う

ど
ん
」
も
約や

く

５
０
食

し
ょ
く

限げ
ん

定て
い

で
販は

ん

売ば
い

。
日に

本ほ
ん

の
三さ

ん

大だ
い

う
ど
ん
の
一ひ

とつ

で
、
日に

本ほ
ん

三さ
ん

大だ
い

地じ

鶏ど
り

の
比ひ

内な
い

地じ

鶏ど
り

か
ら
と
っ
た
出だ

汁し

の
ス
ー
プ
と

と
も
に
頂い

た
だ
く
と
い
う
、
贅ぜ

い

沢た
く

な

一い
っ

品ぴ
ん

。
あ
っ
と
い
う
間ま

に
売う

り
切き

れ
る
こ
と
が
予よ

想そ
う

さ
れ
る
の
で
、

早は
や

め
に
駆か

け
つ
け
た
ほ
う
が
良よ

い
か
も
。

　

鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
「
か
る
か
ん

饅ま
ん

頭じ
ゅ
う」

は
毎ま

い

年と
し

す
ぐ
に
売う

り
切き

れ
て
し
ま
う
大だ

い

人に
ん

気き

の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

。
ほ
ん

の
り
甘あ

ま

く
、
し
っ
と
り
と
し
た
皮か

わ

は
山や

ま

芋い
も

と
里さ

と

芋い
も

、
米こ

め

粉こ

、
砂さ

糖と
う

を
混ま

ぜ
て
作つ

く

ら
れ
て
い
る
。
皮か

わ

と

餡あ
ん

の
甘あ

ま

さ
が
口く

ち

の
中な

か

で
溶と

け
合あ

う

優や
さ

し
い
味あ

じ

わ
い
だ
。
大た

い

変へ
ん

な
手て

間ま

が
か
か
る
の
で
、
大た

い

量り
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

で
き

な
い
。
会か

い

員い
ん

手て

作づ
く

り
の一い

っ

品ぴ
ん

だ
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
今こ

ん

回か
い

初は
じ

め
て
販は

ん

売ば
い

す
る
黒こ

く

糖と
う

の
蒸む

し
パ
ン
「
ふ

く
ら
か
ん
」
は
奄あ

ま
み
お
お
し
ま

美
大
島
の
住

じ
ゅ
う

人に
ん

直じ
き

伝で
ん

の
レ
シ
ピ
で
作つ

く

ら
れ
る
そ

う
。
お
な
じ
み
の
本ほ

ん

場ば

「
さ
つ
ま

揚あ

げ
」
も
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

山や
ま

口ぐ
ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
「
明め

い

治じ

１
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
を
記き

念ね
ん

し
た
特と

く

別べ
つ

メ
ニ
ュ
ー
「
瓦か

わ
ら

そ
ば
」
を
販は

ん

売ば
い

。
豊ゆ

た

か
な
色い

ろ

合あ

い
、
茶ち

ゃ

そ
ば

や
麺め

ん

つ
ゆ
の
風ふ

う

味み

な
ど
、
目め

で
も

舌し
た

で
も
楽た

の

し
め
る
一い

っ

品ぴ
ん

だ
。

　

約や
く

３
千ぜ

ん

平へ
い

米べ
い

に
及お

よ

ぶ
池い

け

崎ざ
き

商
し
ょ
う

会か
い

の
出

し
ゅ
っ

展て
ん

ス
ペ
ー
ス
な
ど
新し

ん

企き

画か
く

が
用よ

う

意い

さ
れ
、
さ
ら
に
大だ

い

規き

模ぼ

な
祭さ

い

典て
ん

と
な
る
こ
と
が
予よ

想そ
う

さ
れ
る
。
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

や
太た

い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

、
歌う

た

な
ど
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

や
文ぶ

ん

化か

に
触ふ

れ
ら
れ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
今こ

年と
し

は
特と

く

に
食し

ょ
く
に
力

ち
か
ら

を
入い

れ
て
い
る
。

　

な
ん
と
言い

っ
て
も
、
今こ

年と
し

の
目め

玉だ
ま

は
「
ギ
ネ
ス
記き

録ろ
く

へ
の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

」

だ
。
４
７
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
６
団だ

ん

体た
い

の

参さ
ん

加か

が
決け

っ

定て
い

し
て
お
り
、
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
に
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

が
登と

う

録ろ
く

さ
れ
た
料

り
ょ
う

理り

は
５
２
８
食し

ょ
く
を
超こ

え
る
。
一ひ

と

つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
最さ

い

多た

の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

を
提て

い

供き
ょ
うし
た
」
と
い
う
世せ

界か
い

一い
ち

タ
イ
ト
ル
を
目め

指ざ

す
。

　

さ
ら
に
、
毎ま

い

年と
し

多お
お

く
の
来ら

い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
くが

楽た
の

し
み
に
し
て
い
る

郷き
ょ
う

土ど

食し
ょ
くコ

ー
ナ
ー
で
は
、
人に

ん

気き

急き
ゅ
う

上じ
ょ
う

昇し
ょ
う

中ち
ゅ
うの

ラ
ー
メ
ン
や

カ
レ
ー
な
ど
最さ

い

近き
ん

の
日に

本ほ
ん

料
り
ょ
う

理り

の
ほ
か
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く、

BOX 県人会 
団体名 出品料理名 金

曜

01 長野 野沢菜漬、手巻き、シイタケご飯、どら焼き、かき揚げてんぷら

02 大阪 ホットロール、牛丼、カレーライス、弁当、手巻き、ギョウザ、
寿司、ジュース、味噌汁、番茶、漬物

03 静岡 すきやき丼、静岡式そば、ギョウザ、ビスケット
04 岩手 三陸わかめうどん、コロッケ、コロッケ弁当、ギョウザ、岩手そば
05 子供の園 ヤキソバ、かき揚げてんぷら、てんぷら定食、手巻き
06 山口 イチゴ大福、瓦ソバ、長州てんぷら ×

07 広島 広島風お好み焼き ×

08 栃木 ヤキソバ、ギョウザ、巻きずし、甘酒、アイスクリーム
09 佐賀 アイスクリームてんぷら、パステス
10 宮崎 チキン南蛮、甘酒、コーヒー、うめぼし、ヤキソバ
11 山梨 ほうとう、ニクマン、いちご大福、トンカツカレー、ラーメン
12 長崎 長崎ちゃんぽん、ギョウザ、イチゴ大福、抹茶大福、チョコレート大福

13 宮城 牛たん、海鮮ソース焼きそば、ギョウザ、たけのこ寿司飯、
はらこ飯、ヤキトリ

14 やすらぎ
ホーム 

ギョウザ、てんぷら、シメジ、手巻き、春巻き、
かにコロッケ、コッカーダ

15 香川 讃岐うどん、てんぷらうどん、ざるうどん、いなり寿司、キツネうどん

16 援協
ピ－パ

ヤキトリ、ヤキトリ弁当、焼き魚 （ニシン）、カレー、
福神漬、五目ずし、手作り菓子、生姜のお茶、コーヒー

17 憩の園 サンマ定食、アンショーバ定食、トンカツ定食、かき氷、
イチゴ大福、バタタローカ、カツサンド

18 高知 鯛の蒸し、姿寿司、タタキ、ヤキソバ、桜餅、てんぷらうどん

19 千葉 ヤキソバ、ギョウザ、寿司、刺身、ホットロール、春巻き、うどん、
シュクリーム、手巻き

20 滋賀 ギョウザ、特選カレー、カレーうどん
21 群馬 かき揚げ風えびテンプラ、弁当
22 福岡 博多ラーメン、手巻き、千鳥饅頭、果物チョコレートフォンデュー

23 茨城 フランゴシャドレース、ラーメン、カレーライス、鉄板焼き、
ホットロール、アイスクリームてんぷら、シュークリーム、栗おこわ

24 和歌山 関西風お好み焼き
25 石川 ひじきおこわ、桜餅、三色おはぎ、かき氷、あおやぎ
26 岐阜 アユ塩焼き、たこ焼き、ヤキトリ、牛串、みたらし団子、ラーメン
27 沖縄 沖縄そば、サタアンダグイー、ヤキソバ、ナンツ、から揚げ、アシテビッチ
28 愛媛 酒ピリーニャ、肉まん、甘酒、うどん、タルト、ギョウザ ×

29 110 周年 豚骨ラーメン
30 北海道 焼きにしん、イカ焼き、黒ゴマパナコッタ、生チョコ、北海ちらし
31 希望の家 ソーニョ
32 富山 すき焼き丼、海老やさいてんぷら、コロッケ、アンニン豆腐、ミニコロッケ

33 奈良 柿葉寿司、鹿のふん、お汁粉、ぼたん鍋、シュラスキーニョ+おにぎり、
オレンジジュース

34 鹿児島 薩摩あげ、かるかん饅頭、エスペッチーニョ、おにぎり、
シュクリーム、ふくらかん

35 福井 越前おろしそば、パステス、鉄板焼きそば、リングイッサ
36 鳥取 大山おこわ、牛丼 (和牛肉 )

37 カルモ
桜の会 桜餅、弁当、アイスクリーム

38 岡山 キビ団子、まつり寿司、栗まんじゅう、シュークリーム、
メロンソーダ、抹茶クッキー

39 熊本 辛子レンコン、いきなりダンゴ、シュークリーム、
冷やし中華、あんみつ、ブリガデイロ ×

40 大分 だんご汁、トリメシ、干し柿、牛たたき、はぶ茶 (生、煎 )、お汁粉
41 青森 リンゴ製品 ( ジュース、羊羹、ゼリー、パイ、ケーキ )、りんご
42 兵庫 手巻き、ラーメン
43 埼玉 カレーパン、クレープ

44 秋田 きりたんぽ、チキンカツ (鶏 +おにぎり )、ワラビ漬、高清水 ( 酒 )、
桜餅、サケピリーニャ

45 福島 喜多方ラーメン、ギョウザ、チャーシューハン

46 東京 カツサンド、カツカレー、から揚げカレー、から揚げ、アメリカンド
ッグ、綿菓子、クリームソーダ―、ゆずピリーニャ

47 三重 メレンゲ、イチゴ大福、クッキー、ギョウザ、から揚げ、ピーナツ
48 島根 巻きずし、椎茸ごはん、カレー・ド・デウス、寿司弁当、いなり寿司 ×

49 新潟 白餅、餡餅、タコ焼き、笹団子、新潟物産販売

50 山形 芋煮、寿司、ホットロール、漬物、ギョウザ、しそ巻き、ゴーヤ佃煮、
ちらし寿司、刺身

51 徳島 たこ焼き、おにぎり、徳島ラーメン
52 愛知 味噌串カツ ( 鶏、豚 )、エビ串カツ、抹茶アイス、抹茶シュークリーム

53 Instituto 
Gabi

ヤキソバ、てんぷら、タコ焼き、弁当、手巻き、牛丼、カレー、しめじ、
ポテトチップス、オレンジ・メランシアジュース、から揚げ、
ギョウザ、寿司、フランゴシャドレース、焼きめし

54 神奈川 すき焼き丼、肉まん、サンドイッチ (ペルニール )

毎
まいとしだいせいきょう

年大盛況の郷
きょうどしょく

土食コーナー

博
はか

多
た

一
いっ

幸
こう

舎
しゃ

の豚
とん

骨
こつ

ラーメンも

種
類

　

ラ
ー
メ
ン
の
ほ
か
、 　　カレーパン（埼

さい

玉
たま

県
けん

人
じん

会
かい

）は日
に

本
ほん

食
しょく

レギュ
ラー陣

じん

の予
よ

備
び

軍
ぐん

かも？

　　秋
あき

田
た

県
けん

人
じん

会
かい

が 110 周
しゅう

年
ねん

に
提
てい

供
きょう

する稲
いな

庭
にわ

うどん

　　毎
まい

年
とし

すぐに売
う

り切
き

れる鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

お手
て

製
せい

のかるかん饅
まん

頭
じゅう

　　山
やま

口
ぐち

県
けん

人
じん

会
かい

の明
めい

治
じ

150
年
ねん

特
とく

別
べつ

メニュー「瓦
かわら

そば」

各
かく

県
けん

人
じん

会
かい

が会
かい

場
じょう

で提
てい

供
きょう

するメニュー
2018 年７月20、21、22日 今こ

年と
し

も
話わ

題だ
い

の
料り

ょ
う

理り

が
集し

ゅ
う

結け
つ

「
最さ

い

多た

の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

を
提て

い

供き
ょ
う

」

※不参加=京都。(x)= 金曜日閉店（広島、島根、愛媛、熊本、山口）。太文字＝郷土料理。

き
　
　
　
　

ろ
く
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
　
　
せ
ん
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